
建 築 と 社 会

特 集

巨大地震にそなえて
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音の大臣認定取得 • 

ボイドスラブは、重量床衝撃音対策に対する国土交通

大臣の『特別評価方法認定』を取得。

重量床衝撃音対策としてボイドスラブの構造自体が、

有効であることを公的に立証!

<二辺拘束の居室例>

- 一辺拘束居室で 20 rri 以下 (12. 1畳)

(告示の例示面積は 13 m以下)

・ニ辺拘束居室で 32 rri 以下 (19.4 畳)

(告示の例示面積は21 m以下)

- 三辺拘束居室で 35 rri 以下 (21.2 畳)

(告示の例示面積は26 m以下)

<インフレ] ム> <7ウト7レーム>

く 二辺拘束による居室面 積 ｦｾｬｬ ＾

“  
E・ 特認取得範囲

例示面積範囲
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- ほとんどのマンションで最高 5 ・最低 4 の等級表示が可能。

(床仕上によっては、最高 4 ・最低3 の等級表示)

・床仕上を限定せず特認を使用可能。

・二辺拘束では 32 ばまで適用面積を拡大。

(アウトフレームでの大型居室・ワイドスパンでの居室にも対応可)

(詳しくは日本力イザーホームページをご参照下さい。)

日本カイザー株式会祉 Lょ:;::::;;認定平:25;fczz: (泣)::12Z232



大阪証券取引所ビル

見学会

北面外観パース

日本建築協会阪急電鉄

共同企画

〈モダン建築再見2004)

近代建築は関西がおもしろい!

第2回

近代建築の挑戦者たち

第3回

阪神間の郊外住宅地を

よむ

日本建築協会

ゐ 血

耳目

日 時 2004年11 月25日(木) 建替前に建っていた証券取引所旧市場 多目的用途となっている。高層部は奥

14: 00- 16: 30 館は、昭和10年に竣工。 日建設計の 行き泊nのロングスパンの鮒控聞で、

講 師 森 敏 幸 / 大 証 ビ ル 設 計 監 理 前身である長谷部 ・竹腰事務所の代表 床から天井まで全面窓ガラスとし、眺

共同体課長 作品で、その特徴的な外観は市民にと 望を最大限採り入れた。また、床下空

増田宗忠/ 大林 ・竹中・大成 って馴染みの深いものであり 、建築学 調を採用するなど高機能の執務空間と

銭 高J V所長 会等からも保存の要望が出ていた。 した。

集 合 現 地 / 大 林 ・竹中 ・大成・銭高 事業主の平和不動産は、保存の要望を 外観上は高層棟主要部をガラス張りの

J V工事事務所 受け、学識経験者からなる開発 ・保存 現代的な表情とし 、低層の石づくりの

定 員 50人 手法検討研究会を発足。その答申を受 陰影のある表情と対比させる構成とし

* 申込者多数の場合は抽選 け、外観の一部を現物保存するなど 、 た。

参 加 賀 会 員 1，500円、一般 2，500円 保存と開発を両立させることを決定し

学 生 半 額 * 税 込 た。建替後は、高さ 11 6 m、地上24階 主 催 (社) 日本建築協会

申 込 11月17日(水) までに

① 催し名: 大証ビル見学会

②氏名

③会員・一般の種別

④職場名または学校名

告渉加証郵送先及び郵便番号

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

申込先 (社) 日本建築協会編集事業課

大阪市中央区大手前1- 7-31

O M Mビル7階(私書箱107号)

干540- 6591

T E L.06- 6946- 6981  

F AX.06・6946- 6984

e- mai l :  j i gyoka@aaj.or. j p 
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日 時 2004年10月30日(土)

13:30- 16:00 

場 所 大 阪 倶 楽 部 [ m十安井武雄大正1拝 ]

大阪市中央区今橋4-4-11

* 大阪倶楽部見学 12:.JO-13加

(定員郡名予約制・希現多数回喝合l斜面l ! l

講 演 ・関西建築界の巨人 ・片岡安

坂本勝比古

神戸芸術工科大学名誉教授

. 大正の新風

石田潤一郎

京都工芸繊維大学教授

. モダン住宅の開花

山形政昭

大阪芸術大学教綬

・関西アヴァンギャルド

梅宮弘光

神戸大学助教授

* コーディネ -51ー/ 中川 E里

京都工芸繊維大学教授

定 員 100人 (先着順)

参加費 3，500円(会員は叩円割引)

申 込 (社) 日本建築協会編集

片岡安を中心とした日本建築協会草創期の人 々 事業課へ。

建の高層オフィスビルとなるが、低層 事業委員会情報見学小委員会

部は保存外壁を利用した商業施設など 担当主査松浦範明/ ( 株) 大林組

・大 阪 証 券 取 引 所 ビ ル 建 替 工 事

用 途事務所、物販庖舗、飲食后舗、附属駐車場、附属駐輪場

建 築 主 平 和 不 動 産

設 計 監 理 大 証 ピル 三 菱 地 所段計 ・日 並Z主計設計監理共同体

施 工 大 林 ・竹中・ 大成・銭高共同企業体

工 期 平 成14年 5 月22日~平成16年 11 月30日( 予定)

市場館 ;  本 館

敷地面積 4，720. 98m 

建築面積 3，676. 55m 

延床面積 53，932.10m 

構造規模

3，797.60m ・ 923. 38m

3，052 川 ( 問 削

49，686. 83m :  4，245. 27m 

S 、一部S R C、R C '  S R C、R C

最高高さ

揖深部 - 20.40m 

外 装高層部: 花商岩組込7 ルミカーテンウオール

花尚岩打込P C版

低層部: 花筒岩打込 (一部乾式貼り ) P C版
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日 時 2004年11 月13日(土)

9: 30- 15: 30頃 現 地 解 散

講 師 坂 本 勝 比 古

神戸芸術工科大学名誉教授

集 合 引 寺30分

阪急御影駅浜側広場

見 学 … 旧村山龍平邸洋館 (雨吏即日十

観のみ) ・庭園

ー香雪美術館 (開僧中の {手IJ 仲展〉

見学と学芸員による解脱)

- 別館粧丹園 (御影ガーデンシティ)

にて昼食

… 武田史料館 (州観)

- 旧小倉邸 (舛観)

・1日乾新兵衛邸 {邸内にて蛸師によ

る踊義)

* 移動はすべて徒歩 {約2附 )

定 員 50人 (先着順)

参加賀 6，500円 (会員は500円割引)

申 込 阪 急 電 鉄(株) 創遊統括部へ。

B2F、24F、 PH1 B2F、4F、 PH1

116. 79m 32.44m 

l ' . 89m 

コンヲリート打放しの上、

ニ丁掛磁器質合イル改良圧嫡 貼

旧村山龍平邸洋館

申込先 怯近代建築の挑戦者たち

日本建築協会編集事業課

〒540-6591

大阪市中央区大手前1ネ 31

O MMビル7階 (私割菌107号)

T EL. 06・6946- 6981

FA X.06- 6946- 6984 

E-mai l: j i gyoka@判 or. jp

炉阪神間の郊外住宅地をよむ

阪急電鉄(株) 創遊統括部

〈フィールド・ セミナー係〉

〒530・8389

大阪市北区芝田1- 16- 1

T EL. 06- 6373- 5327 

F AX.06・6373- 5329

* 催し名、氏名、会員 ・一般の

種別、職場名、連絡先所在地・

郵便番号 ・電話番号をお知ら

せください。

建築と社会 ・2∞4.10 1  
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社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

1999年 7 月に発刊した「日本建築協会80年 史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いご要望により、増刷 ー頒布することにいたしました。

大 正6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 ・関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1- 7- 31

大阪マーチャンダイス' ・マー トピル7階B室

TEL  06- 6946- 6981 F.似 06- 6946- 6984

頒 価 1部 3. 000円( 税 ー送料込み)

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。
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旧 本建築協会80年史」

A 4判・ 240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会J の 変 遷 /

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

・日: 本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・ 池田 賓・波江悌夫 ・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・横漬 勉・

松本高象・宗 兵 蔵・園部文雄・日 高 幹・野村一郎・古宇田 賀・

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中津誠一郎 ・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一 ・伊東五郎・竹中鎌一 ・鷲尾健三 ・松村雄吉・

績尾義貫・足 立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動J 一尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一 ・械尾義貴・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

*  

圃執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

・80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二

… ，，ｬＧｾ＠ “血叩駒山Ｎ，，Ｇｾ｜Ｎ Ｇ 咽ＮＧ

ＮＮ船舶・ ＧｉｉｭＮＮ 山川市ＮＢＧ Ｎ ｾ，ｾｾ・Ｍ・剛幽崎町

a・I OHI <" …，. u..'".."山宅配町… .""'" 

「日本建築協会の遺産と功績J ( 坂本勝比古) より 「草創期の人々 」より片岡安の項



今月の J <紙

企画/ 高野直樹

企 画 と 写 真 / 伊 蔵 彫

襲紙デザイン/ 恋回衣里

建築と社会r n J 2∞4

内 昨創刊 第85集/ 通巻991号

A r c h i t e c t u r e  a n d  S o c i e t y  

J 四J RNAl OF  T HE  ARCH I  T E CT URAL  A S以l C l AT 山 N OF  J APAN 

. これは、 H 本銀行大阪支胞

にある「駅近n.. J大阪郵便役所

跡J のポストの上に立つオブ

ジェです。叩J l tH年、 l 円切

手 でイI 名な前向官官の尽力 によ

り郵便臨11i . ! r が投けられ、東京、

大 阪 、 京Inlに「賞、i叫役 所J が

l i 1 かれました。 人' 阪はこの地

にポストも合わせて設住さすL

I詰初の 3 IJ Jl IJ で53通が投函さ

れたそうです 。 前ｬｩｴｉ密は ｉｾｊ 治

8 年 、 努 ) J の 末、アメリカと

の 郵艇の取り決めをし、日本

の切手で外国へ手紙が出せる

ようになり、初J の 外J6J榔 使が

JJ fJ )睦しました。 .f} U王、政界を

にぎわす量附t氏常化について、

当時の前向官官はどのように思

ったでしょうか。 ＨｾＭＶ 野 ι 樹 Ｉ

[各論 1]  

c o す五

特集・ 大地震にそなえて

[ 総論]

. 特 集 予 告

11月号/ 私の空間作法

12月号/ 第51 回青年妓術者

1 月号/ 震災から 10:年~震災に

より生まれた都市再生

の 潮 流 ~

[ 各論 2]

[ 各論 3]
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Eヨ風

設 計 ・ 監 理圃

安 井 建 築 設 計 事 務 所

奥 村 組 一 級 建 築 士 率 務 所

設 計 監 修・

山 下 哲 郎 ( 名 古 屋 大 学 助 教 綬)

施 工圃

奥 村 組

( 電気設備 ) き ん で ん

( 機 械 設 備 ) ダ イ ダ ン

医療法人讃和会友愛会病院

大阪市の住之江の地で救急指定病院として、また在宅看護まで含め

たI也j或医療の '-1-'心的役削を担 って きた友愛会病院の移'1反新築プロジ

ェク トである 。 乙の地域の医療を支え、 I也J或住民に「安心J を提供

してきたのは、 「彦只がみえる」スタ y フの働 きであったと考え、 「鎖

がみえる病院J という淡勢をデザインコンセプトとして拠えた。

外観は、 24時 I1I1休 むことなく l窒流活動が行われている姿( = 顔) が

c. ‘、

地域の人々 に見えるよう 、えl ! 物内外の隊lの透過性を怒識して デザイ

ンしている 。診療自1I門 などが白かれる 低附階にあ っては、歩道を通

る人から玄l刻ロピーが見透かせるように開放 的 な大判 のガラスを |謝

とし、また病棟部の百 Ｇ ｾｽｾ ｉ Ｙ，Ｑｦ で、は、バルコニーは 横桟を用いてｼ却にす

るなどし、病院のアクティピティーが地域に映 し出 されることで、

このJ也j戒を守る灯台として住民からな識されるように計画した。

長l!物内部は、スタッフの励 き (=YJD が応者に見えるよう計画した。

外来 診療 部にあ っ ては、 ＮＭｪＭＮ 干すは勿論、スタッフ 則通路 をｊｦ ｾ ｊｊ こ して忠、

者の待合側 をスタ ッフ が動く椛成をとることで、 「良質が見える」と

共に、 {、l随的に診療室廻りのプライパシーも守ることができるよう

にな っている 。 また病棟割iでは、これまで病室と廊下の|悶 (1刻) に

分散 使 所や洗目前ｾが↑白かれることで、病室の忠者ーからスタッフの顔

が児え日 ｭ くな っ ている乙とを 問見 ｈ と考え、凡そ Ｒｾ 雇に Ｑ カ所のコミュ

ニケーシ ョンベース( 右守釘:Hi の記録と病室の観察を兼ねたアルコー

フワを設け、看護仰の阪が病室からでも見える新たな平図形を提案

した。也子カルテが将及し始めた今、スタッフステーションが解体

し、右説自Hi が常に忠手? の傍にいて J己録や作業を行う働き方に対応す

る車/1たな形態と考えている 。

(LU下哲郎/ 名古屋大学助教授)

( 寺岡宏治. <1-'原 岳 夫/ 安井建築設計事務所、制Ii l l l J 勝啓/ 奥村組)
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巨大地震にそなえて

阪神 ・淡路大震災から 9 年が経過しました。震災直後は建築にかかわる人だ

けでな く、 クライアン 卜や一般市民までもが建物の耐震性に関心を示し、構

造設計者の意見に耳を傾けていました。 しかし喉元過ぎれば熱さを忘れると

いわれるように、時間の経過とともに、構造設計者の意見など聞かなかった

震災前に戻りつつあるような気がします。

最近、話題に上ることの 多く なった東海 ・東南海 ・南海地震は、 プレート型

地震であり 、 マグ.ニチュード 8 クラスの巨大地震で広い範囲で強い揺れが起

こり 、津波での大きな被害も起きると予測されています。災害が過去のもの

として風化してい くことを防ぎ、その経験を今後の自然災害への教訓として

再認識し、さらに社会活動に生かすことが必要だと 、編集委員会の議論の中

でわたしたちは痛感いたしました。

本特集は、地震 についてもう一度見直してみようと企画したものです。

総論

巨大地震にそなえて. 釜江克宏

各論 1 ・地震を知る

4構造分科会. 肥嶋好浩

震災の教訓を踏まえた住宅耐震化への取り組み・田中丈之

F M電波を使用した地殻活動予測・串田嘉男

各論 2 ・被害を測 る

長周期地震動ー建築物に想定される被害と今後の設計法- ・北村春幸

地震リスクの評価 (PML) ・諏訪 仁

各論 3 ・地震にそなえる

免震住宅. 横山重和

最新の耐震補強技術開発の動向・益尾 潔

高知能建築ー構造ヘルスモニタリングによる建物の健全度自己診断- . 柴 慶治

本特集担当編集委只
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総 論

巨大地震にそなえて

釜江克宏

フィリピン海プレートの沈み込み述度がほぼ一定であるために、

東海から四国沖にある南海トラフでは周期的に巨大地震( 東海地

震・東南海地震・南海地震) が発生する 。その発生間隔は90- 150

年と言われている 。前回の昭和lの東南海地震 (1944年) ・南海地震

(1946年) からすでに 60年が過ぎ、地震調査研究推進本部・地震調

査委員会 ・長Wl 評仙i部会によって今後30年以内の発生確率が東南海

地震で約50%、南海地震で約40%と発表されている 。

巨大地震と長周期地震動

2003年卜)1労沖地震 ( M8. 0) が発生し、 200k m以上も離れた苫小牧

において石油タンクのスロッシング現象により石油が溢流し、タン

クの全面火災を引き起こした。このスロッシングの原因は、巨大地

誌に特有な長周期地震動であると言われている 。巨大地震によって

放出された長周期地震動が、苫小牧周辺の深い堆f ! '1盆地構造によっ

て成長し、大振|隔で継続時間の長いものとな った。図 1 には、 2003

年十勝沖地誌11寺の苫小牧及び比較的震源域に近い直別における観測

記録の擬似速度応答スペクトルを示す。図には、 M7 級の内陸活断

層地震である 1995年兵庫県南部地震 ( M7.2) や2000年鳥取県西部地

震 ( M7.3) 時の震源近傍において観測された地震動のス ペク卜ルも、

比較のために示した。苫小牧ではスロッシングの原因となった周知1

6 - 8 秒の非常に長い周期の地震動が卓越したことがわかる 。

同様な海滅型巨大地震である南海・東南海地震が発生した場合、

震源域から 100km以上も離れた大阪平野や濃尾平野などの大規模堆

f!' l盆地では、より強い長周期地提副j に襲われる可能性が大である 。

大都市 ・大阪や名古屋においては、人口の集中だけでなく、超高層

ビル、免震桝造物、長大橋、石油タンクなどの長周期構造物が存在

し、長周期地震動によって大被害が引き起こされる可能性がある 。

将来の巨大地誌による被害を t陸滅するためには、被害の元となる

地面の強い揺れ( 強震動) に関する情報が不可欠となる 。地面の揺

れを予測する( 地震動予測) 手法の開発は、 1995年兵庫県南部地震

以後精力的に行われ、入倉レ シピ 1) としてその枠組みが提案されて

いる 。この方法は、文部科学省の地震調査研究推進本部による全国

を概観する地震動予測11地図の作成や、中央防災会議による東海・東

南海 ・南海地震による被害想定などにも用いられている 。

ここでは、想定されている南海・東南海地震11寺に大阪平野内にお

いて予測される地震動の特徴を紹介するとともに、残された時間で

今後われわれが何をすべきかについて論じたい。

揺れの予測手法

地面の揺れを予測する手法としては、経験的グリーン関数法や統

計的グリーン関数法などの半経験的手法、有限差分法などを用いた

理論的手法、さらに両者を合体させたハイブリ ッド法がある 。

ここでは、経験的グリーン関数法による結果 2) を紹介する 。この

方法は、対象とする地震の震源域で発生した中 ・小地震の記録をグ

リーン関数として使う方法であり、地震波の伝播経路の特性や局所

的な地盤構造の特性がすでに記録の中に含まれているため、サイ ト

国有の地震型地高粕度に予iWJ できる利点を持っている 。なお、有限

差分法などによる理論的地波動予ifllJ 手法では、反射法探査、深層ボ

ーリング、微動探査などの地下桝造データに基づいて構築された複

雑な 3次元地下構造の影響を考慮、することができ、計算機の発達や

精力的なコード開発によって、広域における長周期地震動の特徴や

伝播の様子を調べることが可能である 。

想定南海・ 東南海地震時における大阪の揺れ

図 2 は想定南海・東南海地震の震源、モデルであり、地震調査研究

推進本音I1が提案したモデルをやや単純化 したものである 。それぞれ

- ・・ 神戸海洋気象台NS 一一一鳥取 日野NS

132・ 133・ 134. 135.  136.  137" 138・

361 、 36・

400 
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事l' 戸 海 洋 気 象 台 は1995年兵庫県南部地b ! J の、鳥取1 ' 1聖子は2000
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32 

132.  

図 ， 2003年十勝沖地震と内陸直下地震とのスペクトル特性の相違
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図 2 想定南海 ・東南海地震の震源モデルと地震動予測地点
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図 5 想定東南海地震時の Ｓ 地点Ｈ福島、森河内、弥栄Ｉにおける予測地震動 ＨＰＮＱｾＱＰｈｺ Ｉ

左 加迷j監 波 形 右 述J変波形

の震源域の中には 3 つのアスペリティ( すべりが相対的に大きく、

強い地震動が生成される領域と定義されている) が配置されている 。

これらの震源モデルは、過去の地震から得られた情報( アスぺリテ

ィの場所や震度分布など) に基づき、前述のレシピに従 って構築さ

れたものである 。

まず、経験的グリーン関数法による大阪市内( 上IIIJ 台地上: 大阪

管区気象台: OS A) における予測結果を紹介する 。図 3 と図 4 は南

海、東南海地震が単独で発生した場合と連動した場合の予測波形と

その概似速度応答スペクトル ( 5 %減衰) である 。経験的グリーン

関数として用いた地震は、南海地震に対しては図 2 でE GF - l とし

て示したM5.1の地震 ( 1991/ 10/ 20) 、東南海地震に対し ては図 2 で

ｅｇｆＭ Ｒ として示した ｍＵＮＷ の地 震 Ｈ ＲＰＰＰＯＱＰＯＳＱＩ である 。 予 Ｑ ｊｬｾ され

る地震動は破壊開始点の場所によ っても影響さ れるが、ここで示し

たシナリオはそれぞれ宮崎印から破'壊が始まり、 円状に破;嬢が伝播す

るとした場合である 。連動する場合は、東南海地震がまず大印から

始まり、ある破壊速度のもと破壊が南海地震の大印 に到達した後、

一 一南海地震 ・・・ 東南海地震 ーーー 同時発生
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図3 に示した想定南海・東南海地震時のOS Aにおける予測地震

動 (O. 1- 10Hz) の擬似速度応答スペクトル ( 5 %減衰)
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図6

図5 に示した想定東南海地震時の 3地点における予測地震動

(O.1- 10Hz ) の擬似速度応答スペク 卜ル ( 5 %減衰)

南海地震が始まると想定した。巨大地震では、断層面での食い違い

( すべり) が大きく、すべり終わるまでに要する時間が長くかかる

ため、周期の長い地震波が生成されやすく、また震源域が非常に大

きいため、地震泌が非常に長い時間にわた って放出される 。図 3 や

図 4 は、これらの特徴と大|坂平野という複雑な堆積盆地構造による

地震波の伝播特性によって非常に継続時間の長い、長周期地震動が

生成されることを示している 。図 4 は、 5秒近傍の応答値が限界耐

力設計法の安全限界のス ペク トノレレベルを大きく上回ることを示し

ており、周期の長い梢造物への影響が危↑ 具される 。ただし、この 5

秒という卓越周期は大阪平野内で、の代表値で、はなく、 OS Aでのサイ

ト固有のものであることに注意が必要で、ある 。

図 5 と図 6 には、東南海地震H寺における福島 (FKS) 、森河内

(MR G) 、弥栄 ( YAE) における予測波形と擬似速度応答スペクト

ル ( 5 %減衰) を示す。これら 3 つの地点は前述のOS Aとは異なり、

基盤岩深度が深いこともあり、 4 - 7 秒の広い周期l帯で応答値が大

きくな っている 。大阪平野内での面的な卓越周期や応答値の分布を

9  
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図 7 想定南海地震時のOS Aでの予測速度波形 (上) と兵庫県南部地震時の神戸海洋気象

台での観測速度波形 (下)

評価することは工学的には非常に重要であり、現在 3次元有限差分

100  

OS A  NS  Max: 2 8.3 0cm/sec  

恭一寸志

250  300 35 0  

法による詳細な検討を実施しているところである 。ちなみに、卓越

周期や応答値は深い地盤構造による影響! とともに、震源の深さや堆

積盆地内への地震波の入射方向( 東南海地誌と南海地震では異なる)

によ っても変化することを確認している 2) 。

最後に、内陸活断層地震との揺れを比l絞してみる 。図 7 には想定

南海地震l時のOSAでの予測波形 (再拘) と、 1995年兵庫県南部地震時

の震源近傍( 神戸海洋気象台) での観測IJ 被形を示す。OSAでの揺れ

の強さ( 振|隔) については 113 程度であるが、捕れの継続時間は 5

分を超え、兵庫県南部地認が20秒程度. であるのとは対照的である 。

また、兵庫県南部地震のような直下地混では周期 1 - 2秒( 匡11 ) の

破嬢的な強震動によ って木造家屋や '1
l
低! 替の桝造物が大きな被害を

受けたが、 巨大地震ではその地震動の周期] 特性も長周期化するため、

兵庫県南部地誌では被害を受けなか った椛造物に、被害が起こる懸

念もある 。

地震発生までにどの程度のH寺聞が残されているかわからないが、

」大地震にそなえ、災害軽減に向けた極々の取り組みが必要である 。

特に超高層ビルや免震構造物などの長周期椛造物が巨大地震に対し

て予測される強震動によ って、どのような被害を受けるかの研究が

極めて重要となる 。そのためには堆柏銑地の 3次元地盤構造モデル

の高 ｾＧ￬ Ｇｈ 変化と、その結果を反映した強 ｩ 克服 ｪ 予測 ｉｊ の高精度 化も 緊急の

謀題であり、よりい っそう地震学 ・地震工学 と梢造工学との緊密な

述併が嬰求される 。

種々 の地震シナリオを地震動予測に生かす

ここでは、近い将来発生が確実視されている巨大地震( 南海 ・東

南海地震) 11寺の地面の揺れの特徴について紹介した 。震源域から

100 kJ η 以上も離れた大都市 ・大阪では、 封切1盆地構造によって周期

10 

400 

の長い地震動が大きく増幅され、設計基準を超えるよう

な強い長周期地震動に襲われる可能性を指摘した。ただ

し、ここでは限られた地点での予測地震動の特徴を示し

;己 たにすぎず、大阪平野全体 を考えた場合、その卓越周期

は堆積設地の厚さの遣いで 3 - 7 秒に変化し、強さは地

震波の盆地内への入射方向によっても変化す る。

南海トラフで発生した過去の巨大地震時の震度分布は

必ずしも同じではなく、ここで用いた地震シナリオ以外

の種々の地震シナリオを考慮、した地震動予if !l] と、それに

対応する防災対策が急がれる 。

実証された長周期地震動

9 月5 日、 M6.9 (19時07分) 、 M7.4 (23時57分) の 2 つの大きな

地震が紀伊半島沖で発生した。想定されている東南海地誌とは異な

るプレート 内地震である 。特にM7.4の地震では大阪平野、濃尾平野

のみならず、関東平野までも強い長周期地震動が観1fliJ された。

ー一一 F KS
ー- - MRG ー- - Y AE  

5 0  
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図 8 は、想定東南海地震H寺の地震動を予1ft lJ した同じ地点における

M7. 4の観測スペクトルである 。周期 4 - 6 秒の長周期地震動が卓越

し、図 6 に示した予測結果は、その周期特性 と非協に整合するもの

である 。
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各 論 1土塊を知る

震災の教訓を踏まえた住宅耐震化への取り組み

田中丈之

阪神 ・淡路大震災により 6，400人以上の尊い命が失われた( 村戸

市内では4，571人) 。兵庫県警察本部の資料によると、死因の約 8 割

が家屋の倒機、家具の転倒等による圧死 ・窒息死で ある 。

表 1 に、阪神 ・淡路大震災により滅失した神戸市内の民間住宅の

状況を示す。全市民間住宅数の約15 %にあたる約 8 万戸が滅失した

と推計されており、仮に住宅・建物J が十分な耐震性能を持っていた

なら、あれほど多くの人命が失われることはなく、都市の機能も麻

声草する乙とはなかったのではないかとも指摘されている 。

こういった教訓|から、個々の住宅・建物の耐震性能の向上が、村l

戸をより 地震に強い都市としていくためには不可欠である ζ とが再

認識された。

表 1 阪神・淡路大震災 により 滅失した神戸市内の住宅数

区 滅失 Cp) 総数 Cp) i滅失率

東灘区 16，174 65，019 24. 9% 

灘 区 10，050 43，330 23. 2% 

中央区 5，964 44，235 13. 5% 

官官

兵庫区 7，984 38，221  20. 9% 

長田区 23，301  59，487 39. 2% 

須l惑区 10，761  62，793 17. 1%  

Jlr i嫌~須際区 74，234 313，085 23. 7% 

垂水区 3，094 84，941  3. 6% 

北 区 922 61，924 1. 5% 

西 区 1，033 64，783 1. 6 % 

3-1  79，283 524，733 15. 1% 

神戸市住宅耐震簡易診断制度

図 1 は、阪事1
1

・淡路大震災で被害の大きかった神戸市東灘区から

須磨区における民間所有の滅失住宅の完成年次ごとの分布を示した

ものである 。これによると、 1976年以降の住宅では被害は少なかっ

たととがわかる 。

建物の耐震に関する基準は1981年に大きな見直しがあり、いわゆ

る新耐震基準とな った。既存住宅の耐震化 を効果的に進めるために

1986 94. 3% 

1976- 1985 93. 9% 

1966- 1975 77. 1%  

1956- 1965 5 1. 3 % 

1946- 1955 51. 3% 

- 1945 41. 7% 

言十 76. 5% 

I  22. 9% 

4 8. 7% 

48. 7%  

5 8.3%  

I  23. 7% 

7 % 

%  

口 存続

口滅失

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 100% 

図 1 完成年次別民間住宅の滅失状況( 被災 6 区)

は、まず、新耐震基準以前に建てられた住宅の耐震性能を新耐震基

準レベルへと 引き上げる取り組みが諜題となって L唱 。

平成10年の住宅土地統計調査から、 神戸市内の住宅ストックのう

ち、 u;g和56年 以前 に建てられたものが共同住宅で約620件・約

38，600戸、戸建住宅で約88，100戸あると 推計される 。当時の市内民

間住宅総数は約56万戸であり、その約 2割強が新耐震基準を満たし

ていないことになる 。

住宅の耐震化を促進するためには、まず、所有者である市民自ら

が住宅の現状を把握し、その必要性について認識してもらう必要が

ある 。神戸市では、昭和56年以前に完成した住宅を対象に、共同住

宅については平成12年度より、戸建住宅については平成13年度より、

兵庫県建築士事務所協会事1
1
戸支部と連携して、無料で住宅簡易耐震

診断を行 ってきた( 平成16年度以降は、申込者の一部費用負担のも

とに制度を継続) 。

制度の仕組みは、 神戸市が開設したすまいに関する総合拠点で、あ

る、神戸市すまいの安心支援センター( すまいるネ ット) において、

戸建の場合は所有者、共同住宅の場合は管理者等から診断の申し込

みを受け付ける 。すまいるネットは、事務所協会神戸支部を通じて

耐震診断員を派遣する 。耐震診断員は、備え付けの図面、現地調査

などをもとに、耐震性能を簡易な方法で判定するとともに、 診断結

果を所有者、管理者等に報告する 。報告内容は、「詳細診断の必要性

の有無J r耐震診断の概算費用J r改修方法の概要J 等とな っている 。

表 2に、 神戸市住宅耐震簡易診断制度の実績を示す。lliiJ 度開始以

来、共同住宅では診断対象戸数の約37%に相当する 233件、14，449

戸が受診、戸建住宅では診断対象戸数の約0.9%に相当する 837戸の

受診にとどまっている 。

表 2 耐震簡易診断の実績 ＨｈＱＲ 年度 ｾｈＱＵ 年度 Ｉ

共同住宅

戸建住宅

対象数

38，600 

620 

88，100 

診断済

14，449 

233 

837 

耐震簡易診断結果と市民の動向

完了率

37. 4% 

37. 6% 

0. 9% 

平成15年度末までの、神戸市住宅耐震簡易診断制度の適用を受け

た住宅の耐震簡易診断の結果を 図 2 に示す。

マンションについては、 戸数ベースの約 8割で精密診断が必要と

なっている 。 また戸建住宅については、 7 割以上が 「やや危険 j

「倒壊または大破壊の危険あり J となっており、建築年次の古い住

宅の耐震性能の低 さを実証する形になっている 。

神戸市 では、耐震簡易診 断 を受けた戸建住宅の所有者 892戸

(H16. 6末まで) のフォローアップを行うため、診断結果が「危険J

連築と社会 ・2004.10 11 



精密診断が必要 79. 8% 

倒i裏または大破療の可能性

あり 4 0 % 

安全 12. 5% 

耐震性は高いが

精密診断を推奨 7.7 % 

その他 8 % 安全 2 % 

図 2 神戸市住宅耐 震 簡易診断の結果 Ｈ ｈＱＲ 年度 ｾｈＱＵ 年度 Ｉ

または「やや危険」と判断された 602戸に、診断後の改修工事の有

無やその理由に関するアンケー卜調査を行った( 配布数602通、回

収320通) 。その結果、診断後、改修工事を行ったのは18. 2%にとど

まることがオコかった。

その理由を表 3 に、今後の支援策への要望を表 4 に示す。

改修工事を行わない理由としては「改修したいが工事資金が都合

できない (39.3%) J が最も多く、また「リフォームにあわせて改

修したい ( 29. 5%) J  r改修したいが効採を実感できない (25. 1%) J

「相談先や信頼できる施工業者がわからない (24.8%) J という意見

も多く見られた( 複数回答可) 。

寸後の支援策への要望に |刻しては、「改修工事賀に対する 助成

(63.2%)  J が最も多く、また、「百|ーl凶や設計に |英|する相談窓口

(38.0%)  J  r改修工事の相談窓口 (36.3%) J という、 耐震化に|刻す

る相談のニーズも多く見られた( 複数回答可) 。

表 3 診断結果が悪いにもかかわらず耐震改修工事を行っていない理由

回符数 (総数回答 司) 2541'1・

しばら く大地主主は来ないと思う 481'1 18. 8% 

今後のリフォ ームにあわせて耐波改修したい 7 5 n  29.5 % 

改修したいががｾＪを実感 で きない 64 f't- 25.1 %  

改修したいが工 Ｇｉｾ 資金がｉｦｴ ｬ 合できない 100 件 39. 3% 

改修 で は不安なのでｾて仔えるか住み仔えし た い 561'1' 22.0 % 

相談先ゃい虹iできる施工業者がわからない 6 3 n  24. 8% 

その他 42 1'1' 16.5 % 

表 4 今後の耐震改修工事の支援策への要望

I!:!I 符数( 桜数凶特:TlD 2421'1'  

011・両やi没011・に| 対する相談窓U 92 n  38. 0% 

;1!' jilij や設計に| 刻する助成制度 671'1・ 27. 6% 

改修工 Ｇ ｉｾ の相 談 窓口 881'1・ 36. 3% 

改修工 Ｇｉｾｾ に対する融資制度 461q'  19. 0% 

改修工 Ｇｉｾｾ に対する助成制度 Ｎ 153 1'1: 63. 2% 

住宅の耐震化促進に向けた今後の取り組み

神戸市内の既存住宅の約 2割は新耐i U 基準以前のものであり、耐

震簡易診断の結果から類推すると、その多くは十分な耐震性能を有

していないと思われる 。神戸市では、耐混化の第一歩となる耐震診

12 

断の普及のため、簡易診断を無料とする 制度を実施したが、受診率

は低くとどまっている 。さらに、診断の結果、危険な状態がわかっ

ても実際の耐震化につながっていな L、

受診者アンケー卜の結果等から、今後、耐震化を一層促進するに

は、その必要性や支援制度をこれまで以上にわかりやすく市民に伝

え、その意欲を高める取り組みを継続していく必要がある 。あわせ

て、 市民が住宅の耐震化について安心して相談し、市民の経済状況

や住宅の維持管理状況等に応じた効果的な耐震化方策の提案を受け

ることのできる環境づくりが求められている 。

こういった状況を踏まえ、今後、以下の取り組みを通じて、市民

の耐震意識を高め、耐震診断の受診率の向上や耐震改修の実施につ

なげる乙とで 、 市民の自主 的 な住宅の耐震 化 を促進してｾ ¥く 。

・ 「地震から家族を守るためにJ (市民向けパンフレット)

震災10周年を契機として、平成16年 6 )=1に建築実務の専門家と学

識経験者、市職員からなる「神戸市すまいの耐震化検討会」を立ち

上げ、 市民向けの耐震対策マニュアルや専門家向けの耐23診断・ 改

修マニュアルを作成するとともに、市民啓発や専門家育成の方策を

検討した。その成果として、住宅に関する 地震への備えをわかりや

すく解説したパンフレッ 卜を、防災の日( 9月 1 日) を機に配布開

始した。今後、住宅の耐震化への市民の意識や意欲を高めるために

積極的に活用して p く。

パンフレッ トは、すまいの耐震化の三原則を「自分の住まいを知

るJ rすまいを丈夫にする J rすまい方を工夫する j としており、

「自分の住まいを知る 」に関しては、耐震診断の重要性や診断の流

れを示している 。「すまいを丈夫にする J に関しては、耐lJJ 化にあ

たって効果のある部位やおおよその質問を示している 。「すまい方

を工夫する j に|鶏しては、家具等の固定や配置の工夫や日常の点

検 ・補修の重要性を示している 。あわせて、耐震化の相談窓口や支

援制度について紹介することで、市民の耐震化は何から始めればよ

いのか、どこに相談すればよいのかといった疑問にも対応している 。

. すまいの耐震化促進部会

すまいの耐震化検討会の成架をいかして、市民啓発や専門家育成

に取り組む組織として、平成16年 8 月に「神戸市すまいの耐震化促

進部会」を設置した。

今後、部会では、市の担当職員が直接地域に 出向いて施策などを

説明する 出前トークや講演会、展示イベン 卜など、 市民向けの普及

啓発活動を検討、実施 して Lぺ 。あわせて、専門家向けの耐24化講

習会の実施や諦習受講済みの専門家を登録し、情報提供 していく仕

組みを検討するなど、専門家育成のための各種活動を展開して p く。

( たなかたけし神戸市危機管理室)
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F M電波を使用した地殻活動予測

串田嘉男

自然災害の ｉｾｾ で最も大きな被害をもたらすものに地震がある 。 し

かも地震は突然に起こり、わずか l 分足らずの短い現象である 。20

世紀中に発生した地震で亡くなった人は、 200万人以上。 しかし、

その地震の合計 H寺聞を足しでも、わずか 1 11寺間足らずであると、デ

ィスカパリーチャンネルの資料にもある 。 これだけ大きな自然現象

であっても、 一般的には地震予知は未だ困難であるとされている 。

そんな中、私は天文学の F M電波を利用した流星観測を実施中に、

地殻活動に先行する現象を偶然にも発見した。その後の 9年間の観

測研究から、発生する地震の領域、規模、 H寺期をある程度の誤差で

事前に推定できる種類の地震のあることが、少しずつ分かつてきた。

1993年夏、 F M電波による流星観測開始

私は、 1985年に八 ヶ岳の南麓高原に私立の公開天文台を 開設し 、

天 体の公開 業務を行うかたわら、新天 体の捜索観測と精 Ｑｈｾ 観測を行

っていた。1993年の夏には， F M電波を利用した流星の出現数観測

を開始した。流星は慧星から放出されたダストであったり、小惑星

の破片であったりするが、それらが高速で地球大気圏内に突入した

際、地球大気との衝突によって一瞬輝くものである 。その際、地球

大気分子との衝突によって、流星の突入経路上にプラズマ状態が形

成され、直進性が良く電離層も貫通する V HF 帯域の電波を反射す

る。この性質を利用 して、地球が丸いために通常は直接アンテナの

見える地域にしか届かない F M放送局の電波を目標として、流星に

よる電波反射をとらえ、流星の出現数を記録する方法がある 。これ

がF R O、いわゆる F M電波流星観測である 。 また、流星は l 分に

l 個程度は出現しているため、高佃iな通信衛星を使用しなくても、

流星によって電波を反射させれば、遠方にデータを送信できる 。こ

のような通信方法は、流星パースト通信としても知られている 。

1993年 8 月、私はセンターチューニングメーターを搭載した F M

受信機を使用して， F M電波での流星観1HIJ を始めた。センターチュ

ーニング回路は、受信機で設定した周波数に対し土300kHz内の電

波が受信されると、その周波数の差分に対し、電圧変動が出力され

る仕組みになっている 。昔のアナログ受信機は、正確に目標放送局

の周波数に合わせるのが困難なため、目標局の周波数に合致させる

ための指標の役割として設計されたのが、このセンターチューニン

グ回路の本来の目的であった。この仕組みを利用し、 F M受信機の

設定周波数を目標放送局電波の周波数から意図的に 100kHz程度臨

調して待機していれば、流星による電波反射によって、目標の F M

放送電波が受信される度に、電圧変動が出力される 。乙れをレコー

ダーで記録すれば、正確なH寺刻とともに，流星の出現数を記録でき

るのである 。 5素子の F M周八木アンテナを天頂方向 ( 真上) に 向

けて、 F M受信機と記録用のぺンレ コー ダーを接続し、私は流星観

測を開始した。

教科書通りに流星による締闘なエコーが記録され、日々貴重な記

録が録れた。そこで、私はぺンレコーダーに記録されるベースライ

ン自体の変動に気づいた。ぺン コレコー ダーには通常真っ直ぐで細

いベースライン( 基線) が記録され、流星による目標放送局の電波

( 流星エコー) が受信されると、真っ直ぐな基線から針状の変動が

記録されるのだが、通常は真っ直ぐな基線自体がうねったり、太く

なったりする変動が気になったのである 。

観測l開始直後、基線が太くなる変動が記録され、数日後に北海道

の奥尻島で大きな地震が発生した乙ともあり、この F M電波観測1) に

現れる基線自体の変動と地震活動との聞に何らかの相関関係がある

のではないかと考えた。数カ月間調査した結果、目標としている F

M放送局の出力によ って決まる、ある領域での地震活動に先行し、

基線の変動が現れることが認められた。そして、この F M電波観測

に現れる基線の変動と地震活動との相関が確かである乙とを確認す

る出来事が起こ った。それは1995年 1 月の阪神の大地震であった 。

地震発生の 3 1: 1前から、通常の基線が 2倍以上の太さとなる変動が

継続し、地震発生後に徐々に通常基線状態に戻っていったが、大き

な余震が発生する 3 目前には、再び太くなることを繰り返したので

ある 。乙れがきっかけで、天体の一般公開を行っていた公開天文台

業務を休止し、地震前兆として現れる F M電波観測の変動を本格的

に観測l研究するとととなったのである 。

9年に及ぶ観測研究かう得た経験則

様々な試行錯誤を繰り返しながら、現在では八ヶ岳南麓天文台の

ほか、北海道道北の中川町 ( 北大との共同観測) 、秋田県山内村、

高知県須崎市と計 4 カ所に電波観測所を設け、計50台の観測装置を

設置し、 24時間記録を録り続けている 。そして 9 年間の観測研究の

中で ，徐々にではあるが、 F M電波観測による変動と地震活動との

聞の明確な相関関係が明らかとなり、いくつもの経験則を得た。

我が国の F M放送の周波数割り当てはかなり密で、同じ周波数帯

に各地の放送局が存在するため、観測 ｾ研 究開始から数年の聞は、放

送局出力 と，地震前兆である変動の出現帯との関係において疑似相

関もあったが、最近になって、この関係も大分明らかとなってきた。

地震とは断層を生じて地殻が掘れ動く現象であるが、断層にはい

くつかの種類がある 。我が国には太平洋プレートとフィリピン海プ

レートの二つの海洋プレートが衝突し、日本列島の地殻の下にもぐ

り込んでいるとされているが、地殻と海洋プレートとの境界面付近

で発生するプレート閲( プレート境界型) 地震は主に逆断層のメカ

建築と社会 ・2∞4. 10 13  
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連続B F変動波形例

ニズムで発生している 。また 日本列島の内陸で発生する浅い地殻地

震は横ズレ断層のメカニズムが多い。これ ら逆断層地震と横ズレ断

層地震、またはその複合メカニズムの地震について は、 特に 明確な

前兆変動 ( 連続 B F 変動) がとらえられている 。この連続 B F 変動

は、基線に連続したウネリ変動が現れるもので、受信機で設定した

周波数に対し、 200kHz自It調した放送局電波によって 出現すること

が ｉ ｾ ｾ らかとなった 。 またこの変動は、放送局を 中心 としたドーナツ

円領域内に地震の震源がある 11寺のみ出現し、 ドーナツ 円の半径は、

放送局の出力に よって決定さ れることも 明 らかとなってきた。 した

がって、ひとつの観測装置に現れた連続 B F変動だけでは、 ドーナ

ツ円のどこで地震が発生するのか決定できないが、複数の1ei1fl1)装置

で、複数の放送局電波によって連続 B F 変動 をとらえることができ

れば、異なる複数の放送局からドーナツ 円を描くことができ、その

後に発生する 地震の震央は、 ドーナツ 円の重複領域内にあることが

折t定できるのである 。

連続 B F 変動は l 日のみ現れる場合や、 日々少しのH寺間だけ 出現

し数カ月 間に及ぶ場合もあるが、 出現した連続 B F変動の継続H寺間

言l' hの値が、発生する地震の断層長krnの値とほぼ一致するという大

変興味深い経験則 を見いだした。 この場合の地震断層長 (L krn) と

地震の規模を示すマグニチュード ( M) との聞には地震学の経験則

である、 log L= O.5M- 1. 8  (e， g， Ut su.1999) を使用した場合に見事

な一致を示す。例 えば、 3 日間にわたって 日々数H寺間ずつ連続 B F

変動が出現し、合計約 9時間 となった場合には、 断層長 9 kmとして、

M 5.5: tの地震が示唆さ れ ることなる 。現在までの観測では 、実際

に発生した地震との関係において、 M:t O.5程度の誤差内での一致が

認められる 。

さらに連続 B F 変動が、ある期間出現する場合には、変動値が一

番大きい時期に変動周期も延び、変動の極大が認識できるが 、M5

を大きく y也える 地震の場合には、述統 B F 変動が終息した後、 レコ

ーダーの基線の l隔が増大す る基線幅増大 (BT ) 変動が現れる場合

もある 。連続 B F にしても、基線|幅増大 B T にしても、 地震発生前

にはすべての変動が消滅することが経験されており、この静穏状態

となる期間の長さと 、連続 B F の極大H寺期から 地震発生までの期間

の長さの比が約 1 :  3.9となっていることも経験されている 。この関

係を使用すれば、 地震発生のH寺期を推定することも可能である 。

地震の三要素を事前に予測することの難しさ

前述のような経験則等を使用 して観測データを解析することに よ

り、発生する 地震の場所、規模、時期の、いわゆる 地震の三要素を

事前に求めることが可能 となってきたのである 。

14  

ただし、 M4 を大きく超える規模でないと前兆がとらえら れない

し、深いプ レー ト内地震や正断層メカニズム地震では前兆変動が大

きく減衰 し 、予 測ｾ困 難な場合が多 い 。 また現状、 観測 専 用 の ｆｍ 放

送局がなく、 同 じ周波数に異なる地域の放送局が按数存在するため、

どの地域の局電波で変動が出現 しているのかを決定することは、多

数の観測装置を使用しないと難しい。 さらに放送局や観測点の配置

の関係から 、モニター不可能な領域が出るなどの問題もある 。

この観測1)法では地震活動だけでなく 、火山活動に先行して地震と

は異なる 独特の変動が出現することが経験さ れているが、火111'性活

動に先行する変動は、 地震活動よ りも大きな変動であり、不明点も

多い。 しかしいずれにしても、ある程度の誤差内で、発生内容が事

前に指摘できる 地震活動があることは明 らかである 。

最近研究が進んでいる他の電磁気的観測手法と合わせて、 一刻も

早く防災として地震活動の予測情報を公表できるように努力するこ

とが重要であると考えている 。

電波伝搬変化のメカニズムの学際的究明を

電磁気的な観測による変動と 地震活動 との相関を観測研究してい

ると、まず応力変動によって微小破懐が生じて断層に発展していく

過程が電磁気的現象として観測され、最終的に断J習が大破; 壊を起こ

し、結果として揺れ動く現象が地震であると言えるのではないかと

思える 。本現象も 、地下の微小破壊に よって生じる電磁気現象によ

って上空の電離層付・近の電子密度が変化 し、電波の伝搬強度に変化

が生じ、後方散乱 として遠方の F M放送局の電波が微弱に受信さ れ、

F M受信機のセンターチューニング回路を過して、特徴的な変動が

視認できている可能性が考えられる 。

この現象については、最近複数の大学で検証観測され、 地震発生

前に震源域上空での電波伝搬変化が生じることが明 らかにさ れてき

ている 。 しかし、そのメカニズムは未だ明限 とはなっておらず、そ

のために否定的な地震研究者も多 い。 しかし、 私は地震研究者のみ

ならず、破域工学、大気電気学、電子工学、 地球物辺!など様々なジ

ャン ルの研究者が学際的に協力 して、 地殻活動に先行する現象のメ

カニズムについて研究することが大変重要で‘ あると考える 。

発生する 地震を、ある程度事前に指摘できても、 地震発生を止め

ることはできない。だから 地震に強い町づくり、建築が重要である

ことは言う までもないが、 地震予測情報を受け取る側の問題や、 観

測 シス テムの増大強化、観測lデータの蓄樹、 解析手法の確立など 、

今後に 向けて様々な問題をク リアーしていき、 iif t もが防災情報とし

て利用できる 地震予報を目 指し ていきたいと考えている 。

( くしだ よしお 八ヶ岳雨溌天文台台長)



各 論 之 被害を却る

長周期地震動

一建築物に想定される被害と今後の設計法一

北村春幸

建築基準法における耐震目標性能は人命保護にある 。大地震に対

して建物が倒壊 ・崩壊に至らなければ構造骨組の損傷を許容するこ

とを目標に、構造骨組が倒壊 ・崩壊しないための設計法と地震荷重

は、 一体とな って発展してきた。

1995年阪神大震災における被害経験を契機に、建物に求められる

耐震性能は安全性だけでは不十分であり、財産としての建物の価値

が損なわれない修復性や、建物の用途によっては地震後も建物とし

ての機能を維持できる使用性が求められる乙とが明らかになった 。

これらの目標性能を満たすための新しい構造形式として、免震・制

振構造が広く普及した 。一方、超高層建物で、は、地震波を用いた時

刻歴応答解析による検討が行われ、大地震後も引き続き使用するこ

とを目標として、層間変形角や塑性率などの最大値に着目して判断

してきた。

大地震における局地的な被害の軽重に、深い地層の地下構造が大

きくかかわることが明らかになり、阪神大震災で特に被害が大きか

った「震災の帯」 も、この地下構造により証明された。2003年十勝

沖地震の際にも、震源域から 160k m以上離れた苫小牧で、スロッシン

グにより巨大な石油タンクに火災が発生し、大きな ゆれが長時間続

く長周期地震動の存在が実証された。苫小牧は地下構造が盆地形状

を示す稚拙平野の縁にあり、長周期の表面波が盆地形状により増幅

され、長時間大きなゆれが続いたわけである 。

これらの研究から、東京圏、大阪圏、名古屋聞などの大都市圏は

沖積層の厚い堆積平野にあり、柔らかい堆積層を剥ぎ取った地下構

造は盆地形状を示すことから、東海・東南海・南海地震等の海溝性

の地震に襲われると、数秒から 10秒に卓越周期を持つ長周期地震動

が、数分から 10分近くの長いH寺間ゆれ続けることが明らかになった 。

本論文では、これまでの設計用入力地震動や設計法の考え方を示

し、設計用入力地震動との比較から、長周期地震動の特徴を明らか

にする 。これらの分析をもとに長周期地震動による建物被害を想定

し、今後の建物に求められる設計用入力地震動や設計法について考

察する 。

これまでの設計用入力地震動の概要

超高層建物の設計は、地震波を入力する 11寺刻歴解析を行ってきた。

当初、 地震波は観測波形を用い、波形の最大加速度値を一定にする

加速度評価により、あるいは速度評価により 基準化してきた。

1986年 6 月発行の「ビルディング・レター J ( 日本建築センター)

掲載論文「高層建築物の動的解析用地震動について J 11 では、これ

までの設計用入力地震動を総括する考え方が示された。それは、東

京機層を支持層として、剛強な地下部分及び基礎構造を有する建築

物の地上部分を動的解析の対象とする場合での地表面に相当する部

位における動的解析用地震動波形の最大速度値は、レベル l の地震

動で、は25cm/s以上、レベル 2 の地震動で、は50cm/s以上とするとい

うものである 。これ以降、加速度評価 と速度評価 が混在していた高

層建物の検討用地震動レ ベルが、すべて速度評価 に統一 されるよう

になった。また、標準的な地震動波形としてEL CENTRO 1940 NS、

T AI T  1952 E Wなど、地域特性を表すような地震動波形として

TOI α01011956 NS、OSAKA205 1963 E W、HACHI NOHE 1968 NS、

SENDAI  TH030 1  FL 1978 E Wなどが、長周期成分等を含む地震動

波形としてHACHINOHE 1968 NS .  E Wなどが提示され、設計にお

ける標準波の考え方が定着した。

この当時は、時刻歴解析に用いるコンピュータの能力に限界があ

り、短い解析時間で安定した最大値を与える波形が求められた。時

刻歴解析に用いる地震波形の継続時間は、建物が l 次固有周期で振

動応答する十分な長さと、最大応答値が生じる長さを確保すること

が条件になる 。超高層建物では一次固有周期が 2 - 4 秒程度であり、

l 次周期の 10倍程度の長さ である 30- 40秒程度の記録を採用するこ

とが多かった 。標準三被と 言われる EL CENTRO 1940 NS、TAF T

1952 EW、HACHI NOHE 1968  NS  .  E Wは、このような視点から、

優秀な地震波であった。

設計用地震波として、採用される観測波が固定化するに従 って、

応答スペクトルの谷間ねらいの設計をする傾向が現れ、その反省と

して応答スペクトルの山谷に左右されずに一定の応答値を確保する

人工地震波 21 ( 長周期領域で、Sv=100cm/s (h= 5  %) となる Bi. linear 形

状の速度応答スペクトルに一致するように作成) を設計用地震波に

加 えることも行われた。一方、 地震学や地震工学の発展により、 地

震断層データを用いた地震動評価手法が提案さ れ、設言| 用地震波と

して採用されるようになってきた。例えば、建設地における関東大

地震や仮想東海地震などにより想定される 地震動を求め、それらを

包絡するあるいは平均的なスペクトルを目標スペクトルとして模擬

波形を作成することが行われた 31 . 1。

これらの地震学や地震工学の発展を背景に、改正建築基準法の告

示1461号では、超高層建築物など時刻歴応答解析のための設計用地

震動を解放工学的基盤における 加速度応答スペクトルで規定した。

この応答スペクトルに一致するように作成した複数の模擬波形を用

いたH寺刻歴応答解析を行い、必要とする耐震性能を検証することと

している 。

設計用入力波形は、観測波から模擬波に発展していったが、設計

目標性能は20年前の尺度、層間変形角 1/100以下、塑性率2.0以下

のままであり、検討対象の応答値は、質点の加速度、速度、変位、
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質点聞の層せん断力、層間変位、転倒モーメント、部材の車111力、せ

ん断力、曲げモーメン トなどの最大値にとどまっていた。

最近では、免震 ・制振構造の発展 ・普及に伴い、エネルギ一法に

よる応答評価が行われるようになってきた。免震部材や制振部材の

終局限界をエネルギー l吸収性能で規定するもので、塑性履歴エネル

ギ- Wp、累積塑性変形れ、累積塑性変形倍率 q などのエネルギー

量である 。また、入力エネルギーは、減衰定数 10 % の l 質点系の応

答解析から求まる入力エネルギ - Eの速度換算値 VEニイE万Mと周期

Tの関係を表したエネルギース ペクトルで評価 される 。免震 .jjj リ振

音 ｦ ｾ 材では、最大値よりも、 地 震によるゆれが始まって終わるまでの

エネルギー l吸収量、その問に受けた損傷量を一般的に評価 しており、

構造部材にも ζ の評価法が適用されるようになってきた。

長周期地震動の特徴

海溝型の巨大地震による大都市圏への地震動として、釜江 ・入倉

の想定南海地震における大阪管区気象台OS ANS波 5) と、2003年十

勝沖地震の苫小牧の観測記録の位相特性を用いたBi-linear : 形状の速

度応答スペクトル ( Sv=100cm/ s、11= 5  %) に一致するように作成し

た人工地震波ART T OMAを用いる 。これら地震波と比較するため、

1995年兵庫県南部地震の観測記録 J MAKOBE  1995 NS波と、超高層

検討用の人工地震波 ART HACHI  ( 位相特性として HACHI NOHE

1968  E W) を用いる 。

OS ANS波、苫小牧 NS波とJMAK OBE NS波の時刻歴波形を図 1

に示す。長周期地震動と呼ばれる OSANS波と苫小牧 NS波は、最大

加速度値は7 0 - 8 0 c m/ s
2
程度と小さいが、継続時聞が300- 400秒と

長いことに特徴がある 。一方、 J MA KOBE NS波は、継続時聞は数

十秒と短いが818cm/ s
2
と最大加速度値が大きい。

設計用地震波形の速度応答スペクトルとエネルギースペクトルを

図 2 (a) 、(b) に示す。図 2 (a) より、 JMAKOBE NS波は 1秒付近で

大きなピーク値S v=255cm/ s を持つが、 2秒を超えると小さくなる 。

一方OSA NS波は、 5秒付近でS v=142cm/s と特に大きな値を示し、

短周期領域では、 2 秒付近でS v=80cm/sのピーク値を示すのみで標

準波に比べて小さなものにな っている 。図 2 (b) のエネルギース

ペク トルで比較すると、 J MA KOBE  NS波は l 秒付近で大きなピー

ク値比=363cm/ s を持つが、 2 秒を超えると小さくなる 。一方OSA

NS波は、 5 秒付近でん =283c m/ s と特に大きな値を示し 、短周期領

域でも、 2 秒付近でのピークは V E  =180 c m/ s と標準波と同程度の大

きさを示す。超高層設計用の人工地震波のうち A R T T OMA波は

V  E  =250- 350c m/ s と大きく、 ART HACH波 ( V F150- 250c m/ s) の

1. 5- 2. 0倍の値を持つ。
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図 1 検討用地震動の時刻庭波形
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このように、長周期地震動は、応答スぺクトル( 最大値) はこれ

までの超高層建物設計用の地震動と変わりのないものの、エネルギ

ースペクトルが 2倍程度に大きくなるごとに特徴がある 。

長周期地震動により建築物に想定される被害 6)  

OSA NS波は、応答スペクトルのピークがシャープであるため、

持性解析ではピークの周期と建物の l 次固有周期を一致させること

で共振状態になるが、 OSA波のような大きな地震動では、構造物は

弾塑性挙動を示し、固有周期が長周期側に変動するため、弾性時の
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(b) 塑性率

(c ) 架構の累積塑性変形倍率 (d) 市IJ 振部材の累積塑性変形倍率

A RT  HACHI 一一一 0. 00 一- - - 0. 014

OS A  -一一 0. 00 - 0 - 0. 006 - - <>- 0. 014 ー噛ー 0. 030

※ 数値は、第 1層の制振プレースの降伏せん断力係数を示す。

図 3 超高層建物・制振構造の最大応答値分布 ' 1

周期を一致させてもそれほど大きな応答は得られなかった。

ここでは、パラメトリックスタディにより最大の応答値が得られ

たスペクトルピーク (T l ;4.8s) からやや短い固有周期の超高層建

物モデル ( Tl; 4.65s) を用いる( 図 3 ) 0 OS A NS波は S v; 142cm/s 

(17;  5  %) のピ ーク値を示すにもかかわらず、標準せん断力係数Co

;0.3で許容応力度設計した超高層建物の応答値は、超高層建物の許

容値である層間変形角 1 /100以下、塑性率2.0以下を満足した 。一

方、エネルギー l吸収量を示す累積塑性変形倍率 q は、 J MA KOBE  

NS波、A R f HACH波の 2 倍以上の値を示した。

この超高層建物モテソレに、 LY100級の極低降伏点鋼製の制振ブレ

ースを架橋の 中央に連層で取り 付ーけた制振架橋モ デルについて検討

した。lIiリ振構造より、層間変形や塑性率などの最大応答値の低減効

果はあまりみられなかったが、主架構の塑性履歴エネルギー l吸収fp

が大幅に低減し、損傷が大幅に低減する乙とが明らかになった。

最後に、天然ゴム系積層ゴムと履歴ダンパーを用いた免震構造モ

デルについて検討した。OSA NS波による免震構造の応答値は、層

間変形や塑性率に加えて累積塑性変形倍率についても、 J MAKOBE

NS波やA R f HACH波とほぼ同じであ った 。免震構造は、免震層に

大きな減衰を付与ーしており、かつ免震層の小変形H寺( 履歴ダンパー

が弾性時) から大変形時の固有周期が l 秒弱から 4秒を超える値ま

で変動するため、共振が生じ難く応答を平滑化する傾向が強く現れ

るためと想像される 。 したがってAR T T OMA波のような全周期領

域にわたってれが大きな値を示す人工地震波に対しては、累積塑性

変形倍率が 2倍以上の値になる 。

一方、超高層建物や制振構造で、は架椛の小変形11寺から大変形時の

固有周期の変動| 隔が小さく、 OSA NS波の応答スペク トルのピーク

の影響を受けることになり、地震波のピークと建物の固有周期がず

れると急速に応答が小さくなる 。

設計用入力地震動と設計法の今後

ごれまでの超高層建物の設計は、応力や変形などの最大応答値が

限界値以下にあることを検証する、すなわち、最大値にのみに着目

した設計を行っており、それに適した地震波を採用してきた。短時

間に最大応答値を発生させるに十分なエネルギーが入力するかが、

設計用地震動に対するエネルギー評価の視点であった。免震 ・制振

椛造では、最大値よりも l吸収エネルギー量、累積塑性変形倍率を評

価 してきたが、超高層建物の設計で用いられた地震波による入力エ

ネルギーを基準にしてきた 。

今回の長周期地震動は、最大値の検証に加えて、地震動の長さに

伴う検証、すなわち、地震動よる超高層建物への入力エネルギーを

免震・ flj lJ 振音fl 材を含む構造骨組のエネルギー l吸収能力が上回るかを

検証することの必要性を気づかせた。想定地震波を評価する場合に

は、これまでの加速度あるいは速度応答スペク トルに加えて、入力

エネルギーの速度換算値であるエネルギースペクトルによる評価 、

すなわち最大値とエネルギーの両面にわたった評価が必要となる 。

近い将来、設計時に内陸性の直下地震や海溝性の長周期地震動な

ど、建設地で考えられるサイト波が複数波提示される場合が考えら

れる 。建設地の地下構造に起因する地震波のピークで設計するごと

は自然に避けられ、被害を減らすことに有効に働くと思われるが、

これらのサイト波の谷間をねらった設計が現れる 。想定通りの地震

波に襲われるなら、乙れが最適な設言|になる 。 しかしながら、想定

地震波の作成誤差は、倍半分( 1 / 2 - 2 倍) 程度はあると 言われ

ている 。建物の l 次固有周期も解析値と実際の値との聞に数1 ! i1J の誤

差は生じる 。新しい知見により、地震波のピーク周期が変わらない

とも限らない。そのとき、建物は以前の知見に基づき、すでに建て

られている 。

そのような場合においても、 100年間は使われ続けることを考え

ると、将来にわたっての担保として、サイ ト波に加え て簡便で分か

りやすいBi-linear 型のような形状で設計用の速度応答スペク トル と

エネルギースペク卜ルを定めるべきと考える 。最低限のレベルを確

保しながら、サイト波で設計することを推奨したい。
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各 論 之 被害 を却 る

地震リスクの評価 (PML)

諏 訪 仁

平成 7 年の兵庫県南部地震の教訓 を踏まえて政府に地震調査研究

推進本部が設置され、主要な活断層や海溝型地震を対象に地震発生

の長期評価が行われている 。この評価結果 けによると、南海卜ラフ

の地震としては南海地震と東南海地震が対象となり、南海地震のマ

グニチュードは8. 4 前後、同様に東南海地震は8. 1前後と予想されて

いる 。 また、今後30年以内に南海地震が発生する確率は40%程度 、

東南海地震は50%程度と予想されており、 M8 クラスの巨大地震が

発生する可能性が高まりつつある 。仮にこのような巨大地震が発生

すると、震源からの距離、建設地の地盤状況、建物の耐震性能など

の条件に応じて、 地震被害の生じる可能性が高くなる 。

近年、不動産証券化に伴うデュ ーデリジェンス( 建物の調査分析) 2)  

に代表されるように、 地震l時に生じる建物被害を、損失額( お金)

を用いてわかりやすく表示する考え方が普及しつつある 。

建物の地震リスク評価法

建物の地震被害は、建設地における 地震動推定に伴う不確定性、

建築材料の剛性や強度のバラツ キ、建物モデルや強度評価式の予測

誤差などのさまざまな不確定要因の作用により、確定的に定量化す

ることは難しいと考えられる 。 このため、 小破、 中破、大破などの

被災度が生じる可能性を、こ れ らの不確定要因を考慮して損傷確率

P でモデル化 し、被害の大きさを損失額Cで表現する 。このとき、

ある被災度の地震 リスクは、損傷確率P と損失額Cの和により計算

できる 。建物の被害形態としては、躯体、仕上げ、建築設備など複

数の部位を考慮する必要があるので、損失額Cは、 一般的に 図 1 に

示すような確率分布を有することになる 。建物全体の地震リスクR

は、個々の部位の被災度を総和するととで算定できる 。

績失額の確率密度

R=  2: (PXC)  ( 1)  

非超過確率 (9 0%)

( 1)式の地震リス

クR は、損失額C

超過確率
の 分 布 の 期 待 値

( 10%)  

( 平均値) を示し

。
ており、損失期待

値と H予ばれる。

図 1 損失額の分布

次に、 地震 リス

ク評価法の概要について述べる 。地震リスクは、 図 2 に示すように、

建設地の地震危険度評価 と建物の地震損失評価の両者に基づいて算

定される 。損傷確率は、ある 地震動強さに対する建物応答と、被災

度ごとに設定された損傷クライテリアとの大小関係を比較すること

により求められる 。 この際、 地震動強さを変化 させて、 地震動強さ

と損傷確率の関係を連続的に計算したものが地震損傷度曲線であ
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図 2

地震 リスクの

評価フ ロー

る。損失額は、被災度ごとに設定する必要があるので、この際に過

去の地震被害データが有効に活用 される 。

筆者らは、兵庫県南部地震で被害を受けた27棟の建物を対象に補

修費用の調査を行い、小破、 中破ならびに大破に分類された建物群

の補修費用を統計的に求めた 3) 。それぞれの被災度ごとに、総工事

費に対する各工事費の構成比を求めると、 図 3 となる 。建物の被災

度レベルにあまり関係なく、総工事費に対して仕上げ工事賀' の占め

る割合が約0.3程度で最も高く、次いで設備工事費の約0.2、躯体工

事費の約 Ｐ Ｎ Ｑ となっていることがわかる 。 大破でも ｕ ｉ ｾ 体工事費の占

める割合が約0.15程度であるのは、ある層の部材が部分的に大被害

を受けたためである 。 これよ り、建物被害 を補修するには仕上げ工

事に最も費用がかかるので、 地震リスクを効果的に低減させるため

には、躯休だけでなく、仕上げや建築設備など非構造部材の耐震性

能を高めることも重要になるといえる 。

建物の地震リスク評価をするとき、建設地において将来的に起こ

り得る 地震動強さを予測する必要がある 。 このため、建設地周辺で

の歴史地震や活断層データおよび地震地帯構造などを総合的に考慮

して、建設地での地震危険度を確率論的に評価する 。以上の条例の

もとで、 地震の年累積確率と建物の損失額( あるいは損失率) の関

係を表現した地震 リスク曲線が算定される 。

不動産証券化に伴うデューデ リジェンスでは、対象建物の地震 リ

スクを、 地震予想最大損失額 (PML) を用いて表示している 。PML

は、保険業界などで用いら れている指標であり、その定義は 、文献

2  ) により、「対象施設あるいは施設群に対し最大の損失をもたら

す再現期間475年相当の地震が発生し、その場合の90%非超過確率

に相当する物的損失額の再調達価格に対する割合J となる 。 したが

って、図 1 に示した損失額分布において、 90%の信頼性( 安全性)

を確保した損失額がPML値と p うことになる 。ただしPMLを算定す

るときは、備品や家具・ 什器など 、建物以外に生じる損失は一般的

に考慮、しない。
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地震リスクの評価例

建設地を東京に設定したとき、 RC造10階建ての建物を対象に地

震 リスクを評価 してみる 。建物モデルとして、建物の 弾性周期は

0.7sec、降伏ベースシアー係数を0.3として高さ方向の降伏せん断力

係数をAi 分布で与ーえ、各層の降伏変位は層間変形角で 1/150を設定

した。また、建物の新築費用は20億円とする 。このとき、建物の地

震応答解析を行うことにより、 地表面最大速度と応答層間変位の関

係を求め、各層の地震損傷度曲線を作成した。一例 として 、 l 層の

地震損傷度曲線を 図 4 に示す。次に、損傷確率に損失額を乗じて建

物の地震損失曲線を計算すると、 図 5 となる 。図中の実線が、 90%

非超過確率( 安全性を 90%としたもの) に相当する損失額を示して

0. 9 

0. 8 

0. 7 

附 0. 6

ｾ＠ 0.5 

;;; 0 .4 

再 0.3

0. 2 

0.1 

0  

o  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

地表面愚大速度 (c m/s)

図4 地震損傷度幽線の例
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図6 地震リス ク曲線の例

いる 。ζ のとき、建物の地震リスク曲線を計算すると、 図 6 となる 。

PML値は、再現期間475年 ( 地震の年累積確率は再現期間475年の逆

数である 1/475となる) 相当の地震に対する損失額で定義されるの

で、約 13. 9%であることがわかる 。

地震リスクマネジメン卜への展開

これまでの話で、建物の地震リスクは、 地震リスク曲線を用いて

定量化 されることを示した。次のステップと して、定量化された地

震リスクを低減させるために、事前対策を行う必要がある 。図 7 の

ように、 地震リスク定量化から最適な対策案の選定までの一連の流

れを、地震リスクマネジメントと呼ぶ。 リスク対策法は一般的に、

リスクの低減、リスクの il張緩ならびにリスクの保有に大別される 。

リスク対策として、耐震補強などによる リスク低減が有効であるが、

このときの補強グレードを、 補強費用と地震リスク低減効果の関係

に基づいて合理的に決定することができる 。さらに、 地震保険や地

震デリパティブなどのリスク転嫁ならびに地震保険金の積み立てな

どのリスク保有を、リスク低減と効果的に組み合わせることにより、

より最適なリスク対策案が立案できる 。
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図7 地震リスクマネジメント

地震H寺における建物の被害程度を損失額に換算する 地震リスク定

量化手法、さらに地震リスク対策法を含めた地震リスクマネジメン

トの概要を紹介した。今後、数十年以内に発生する可能性の高い南

海地震や東南海地震などの巨大地震に備えて、このような地震リス

クマネジメント手法が有効に活用されることを望む。
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各 論 3 岐 にそ な える

免震住宅

横山重和

l昨年末より、テレビコマーシャルや' 情報番組の特集で免震住宅が

取り上げられ、免震がお茶の間にも認知されつつあるかと思う 。こ

れまでの耐震設計された建物では、家の倒壊はなくても、室内の家

具などの転倒により大きな被害が生じる場合もあるが、免震住宅で

は建物の倒域や損傷を防ぐことはもちろん、室内の財産や快適な生

活までも守ることができる積極的な地震対策をそなえており、 地震

に対して最高レベルの安全 ・安心性能を提供で、きるものである 。

本稿では、免震住宅を建設する上で、の謀題を述べるとともに、転

がり型の免震支承を用いた免震住宅の紹介を行う 。

免震住宅建設における問題点

免震住宅は、地震被害を防ぐ最良の方法と思われるが、採用に当

たっては、現状ではいくつかの間題点がある 。

①地盤 建設に際しては、適した地盤であるか確認を行う必要が

ある 。平成12年建設省告示2009号では、 地拙の条件とし て地耐力

50kN/ m' 以上とし、基礎の底部が、第 l 極地盤または第 2種地盤

( 液状化のおそれのないもの) に達することと定めている 。よって、

地盤の良くない敷地では、地盤改良や基礎に多額の費用がかかるこ

とになり、現実的には建設できないことになる 。また、地盤条件の

判定にはボーリング調査などのデータが必要となるが、 実際にボー

リングを行う費用は小さくない。よって、近隣の調査結果を入手し、

判定資料とするなどの工夫も 一案である 。

①プラン上の制約 建物プラン上の制約 もいくつかある 。たとえ

ば、免震層が可動するため、そのスペースを設ける必要があり、敷

地面柏が小さい場合には、建物のプランに大きく影響を与える 。ま

た、地下室やビルトインガレージを設けるなど、免震層を横切るプ

ランニングは困難で、ある 。

①設備関係 設備関係の収まりも重要である 。給排水管など配管

設備を免震層部分でフレキシブルにすることはもちろん、エアコン

の室外機や電気温水器などの機器の設置場所を考慮、する必要があ

る。具体的には、建物本体に取り付ける、もし くは免震層の可動部

分から離れた位置に設置するなどの方法がある 。

④免震住宅のコスト 住宅の免震化に当たっては、コストアップ

は避けられないことである 。アンケート調査 1) によると、 2000万円

の住宅で免震化にかけられるコストは平均 170万円となっている 。

現状は、免震装置以外に、基礎・土台 ・設備関係などをすべて合わ

せると 、およそ 2倍程度の費用が必要のようである 。免震住宅の普

及のためには、コストを下げる必要があると思われるが、税制 ・補

助金や融資金利の引き下げなどの陵過措置も必要である 。融資金利

の引き下げについては、民間金融機関で始められている 。

20 謹築と社会 ・2004. 10

免震住宅の仕組み

現在、住宅メーカーが採用している免震装置は、転がり型が多い

ようである 。

積水ハウスの免震住宅は、転がり型の免震支承を採用しており、

その構成を 図 1 、 2 に示す。免震支承は円錐状の受け皿の上をボー

ルベアリングが転がることで地震の揺れを逃がしている( 図 3 、表

1  ) 。一方、 オイルダンパーに よる減衰力により、免震J習の変位を

制御している 。また、強風11寺の対策として、オイルダンパーに組み

込んだ電磁弁を閉じることでダンパーの動きをロックし、建物が動

くのを防いで、いる 。

実大振動台実験

免震住宅の地震に対する総合的な性能を検証するため、 3次元振

動台による実大振動台実験を実施した。また、 同仕様の非免震住宅

についても、建物の応答性状および損傷状況を確認して両者の比較

を行った 。試験体は、平面形状 5mX 7 mの総 2 階建ての軽量鉄骨

軸組造住宅である 。

実験結果の一例として 、図 4 に事l' 戸海洋気象台波を用いて入力レ

ベル変 化 させた場合の入力加速度と応答加速度の関係を示す 。 ｾ ｉ Ｇ 免

震住宅では、入力が大きくなるにつれ応答値も大きくなっているが、

免震住宅では、入力レベルが大きくな っても応答値は増加せず、 2

F 床面における応答加速度は入力加速度の 1/4程度であり、十分な

効果が確認された。

免震と非免震の差異は建物内部において顕著に見られ、非免混建

物では、クロスの亀裂などが確認されたのに対し、免24建物では、

入力レベル90cm/sにおいても躯体および内外装材に損傷は見られ

なかった。また、非免震建物では室内の家具や什器は激しく散乱し

たのに対し、免震建物では家具や什器の移動はほとんど見られなか

っ た ( 図 5 ) 。

地震にそなえて

最近、東海 ・東南海 ・南海地震をはじめとする大地震の発生が各

地で予測されており、地震への耐えに対する関心はこれまで以上に

高まっている 。免震住宅は、 地提による被害を防ぐ方法の中で最も

レベルの高いものであるが、現状では制約条件も多く、また賀' 周が

かさむため、普及に当たってはこれらの点の改善が必要である 。地

震に対するそなえのひとつとして 、免震住宅が認知さ れ、採用さ れ

る方が増えていけば、幸いである 。



図 1 免震住宅全景
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図 3 免震支承

表 1 免震支承の諸元
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図 2 免震層部分
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図 4 入力加速度と最大応答加速度の関係
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各 論 3 岐 に そ な え る

最新の耐震補強技術開発の動向

益 尾 潔

はじめに 阪神・ 淡路大震災では、特にH自利56年以前に建設され

た既存不適格建物に甚大な被害が生じた。今後起こり得 る大地震に

対して、あのような地震被害を生じさせないためには、既存建物の

耐震補強は避けて通れない。

既存建物の耐震補強の技術的な最大の問題点は、すでに出来上が

っている既存構造掘体に新たな補強要素を接合し、 地震力に対して

両者を効果的に抵抗させることである 。乙の問題点に関連して、補

強工事の工期と施工費、補強工事中の騒音、塵撲、振動の発生や建

物の使用条件、補強工事後の建物の機能や美観などの問題が派生す

る。近年開発された耐震補強工法は、いず

つかを解決することを意図したものでで、ある 。

本稿では、日本建築総合試験所の建築技術性能認証委員会で最近

4 年間に性能証明を行った主な耐震補強工法の概要を紹介する 。な

お、これらの工法はいずれも鉄筋コンクリー卜造および鉄骨鉄筋コ

ンクリー ト造の既存建物に適用される 。

ADI - CF耐 震 補 強 工 法 (浅沼組・鉄建建設)

本工法は、独立柱および壁付き柱に適用する炭素繊維シートを用

いた耐震補強工法である 。独立柱とは、材車rtl 方向の全長にわたって

壁が取り 付いていない長方形断面柱をいい、この柱の補強には、同

柱の凹周に炭素繊維シートを巻き付ける工法を採用している 。壁付

き柱の補強は、壁で分断さ れ た炭素繊維シートを柱部に ｾ ｕ￯ り 付 け、

同シー ト端部をそれぞれ鋳鉄製の定着金物で押 さえ付けた後、柱際

の壁部分にあらかじめ設置された貰通孔に通したボルトを用いて壁

の両側に配置された定着金物相互を緊結することによ って行われる

ボルト貫通用孔

図， ADI ・C F耐震補強工法

ハ イ ブ リ ッ ド 耐 震 補 強 工 法 ( 耐震補強システム工事グループ)

本工法は、周辺枠材をもっ鉄骨ブレースと既存周辺骨組がアンカ

ー併用接着接合部と従来型に改良を加えた間接接合部を介して接合
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※ 図示したエポキシ樹脂を注入した

接ま7般合羽iには、必要に応じて、

接必系アンカーを打設する 。

[全体図]

図 2

接合鋼板

される枠付き欽骨ブレース工法である 。アンカー併用接着接合部は、

既存骨組の内側各辺にそれぞれ接合鋼板をエポキシ樹脂で接着接合

したうえで、必要に応じて接着系あと施工アンカーを打設して構築

される 。間接接合部は、接合鋼板と枠材にそれぞれ溶接された頭付

きスタッドをその周囲から割フープで拘束し、無収縮グラウトモル

タルを充損することにより構築される( 図 2 ) 。

3Q- Wal l 工 法 ( 大林組)

本工法は、コンクリー卜ブロックおよびガラス繊維強化プラスチ

ックブロック( 以下、 FRPブロックと |略記) を用いた耐震補強工法

であり、コンクリー 卜ブロックを組積した増設耐震壁、 コンクリー

トブロ ックを組柏した増設相l壁ならびにFRPブロックを組積した増

設耐震壁がそれぞれ構築される 。

本工法の特色は、ガイドスチールと称する鋼製枠を既存骨組の補

強部の内側各辺にエポキシ樹脂を用いて接着接合するか、またはそ

れに加えてあと施工アンカーを打設して両者を接合し、ガイドスチ

ールに沿ってコンクリー 卜ブロックまたはFRPブロ ックを組積する

準備作業



点である 。なお、コンクリートブロックを用いる場合には、ブロッ

ク空洞部ならびにコンクリートブロ ックと既存躯体との聞 にグラウ

卜材を充填すること にしてい る ( 図 3 ) 。

鋼 管 コ ッ タ ー ( TO・STC) 工 法 (戸田建設)

本工法は、既存骨組に鋼管コッターを用いて鉄筋コンクリート壁

または鉄骨プレース( 以下、増設部材と称する ) を増設する耐震補

強工法である 。鋼管 コッターとは、既存柱、梁のかぶり コンク リー

ト部分に、専用ドリルであけた円環状の溝部に鋼管端部を抑入し 、

エポキ シ樹脂接着剤で固着さ せるとともに、増設部材側 にも同鋼管

の他端側を定着させた、既存骨組と増設部材の聞に配置する接合要

素である( 図 4 ) 。

既存纏体に鋼管を埋め込む

既存纏体に鋼管を埋め込む

鋼

管

鋼

管

図 4 鋼管コ ッター (TO・STC) 工法

自 己 圧 着 ブ レ ー ス 工 法 (自己圧着プレース研究会)

本工法は、プレストレスを導入した多層パネ要素を材端部に配置

したプレキャスト鉄筋コンクリー卜造( 以下、 PCaと略記) ブレー

スを既存骨組椛面内に設置し、その後、プレストレスを解放するこ

とによって既存骨組と圧着して一体化 を図る耐震補強工法である 。

この多層パネ要素に よって 、ブレースが伸び変形を受けても、 PCa

ブレー スを既存の柱と梁の交差部に圧着する点が本工法の特色であ

る。この ブレースを自己圧着ブレ ースと H干んでいる 。

本工法によると、従来の枠付き鉄骨ブレースを増設する耐震補強

工事で用いられるあと施工アンカーおよび四周枠は不要となる( 図

5  )。

図 5 自己圧着ブ レー ス工法

パ ラ レ ル フ レ ー ム構 法 ( 鹿島建設、富士ピー・工ス)

本構法は、斜め方向に緊張した PC鋼材を結合した新設のRC造の

基礎と 基礎梁お よびプレ キャスト柱、梁部材からなる骨組( 以下、

パラレ ルフレ ームと H平ぶ) を既存の RC造骨組の外椛面に按合し、

両骨組を一体化させる耐震補強構法であ る。本格法においては、パ

ラレルフレームの基礎梁のコンクリートを打設し、同コンクリート

の硬化後、 PCa柱と PCa梁を組み立てた後、斜め方向に配置したP C

鋼材に緊張力を導入することに よって、 パラレルフレームが梢築さ

れる 。その後、パラレルフレームのPCa梁側面と既存梁{J [I岡と が圧

着接合 されると ともに、予め既存基礎梁側面に打設されたあと施工

アンカーを介して、パラレルフレームの基礎梁と既存基礎梁との聞

にコンクリー卜を打設し、両基礎梁の一体化が図られる 。なお、パ

ラレルフレームの基礎は、パラレルフレームの自重のみを支持でき

るように設計することにしている( 図 6 ) 。

緊張織定着 部

パラレル

フレーム

基 縫梁

PC鋼様

( 圧着用)

手

ル

ム

継

レ

一

式

ラ

レ

織

パ

フ

梁

機
既 存梁

既存往

固定端定着部

パラレルフレーム

柱

P C銅線

図 6 1¥ラレルフ レーム構法

まとめ 新しい耐震補強工法は、いずれも発案から 確認実験の計

画と実施、設計施工指針の作成まで、種々の検討を経て開発されて

いる 。このよう な技術開発は、現状の問題点の把握とその解決に 向

けての洞察が最も重要である 。一方で、 開発の過程で得ら れた知見

は技術力として蓄積され、また新たな技術を生む契機となる 。この

ような新しい技術が、より合理的で着実な既存建物の耐震補強にどー

かされることが望まれる 。

( ますお きよ し 財団法人日本建築総合試験所精道部長、工学問上)
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時 3 土色震 に そ な え ゐ

高知能建築

一構造ヘルスモニタリングによる建物の健全度自己診断一

柴

! 被後から高度経済成長期にかけて建設された土木建築構造物は現

在更新時期を迎えつつあり、その維持管理が大きな社会的負担にな

ることが懸念されている 。このような社会ス トックを効果的に維持

管理していくためには、使用状況および劣化状況を適切に検査 ・診

断する技術が必要で、ある 。また、 1995年の阪神 ・淡路大震災による

教訓に基づけば、乙うした構造物は災害後直ちに被災度を判定して

立ち入り・通行・使用の可否を判断し、損害箇所と損傷度を的確に

判断して速やかに修復し、長期におよぶ機能停止による物流麻庫、

生産停止、情報伝達の錯綜などの障害を可能な限り低減する必要が

ある 。

こうした状況を背景に最近、構造体にあらかじめセンサ等の検査

機器を設置し、その情報に基づいて構造体の健全性を監視し、損傷

や劣化を迅速かつ正確に診断する[ 構造ヘルスモニタリング」技術

直己 直己

土木綿造物

者施者計設

-
m
T
H
 

図 1 構造ヘルスモニ タリンクのイメー ジ

(図， ) に対する関心が急速に高まっている 。

構造ヘルスモニタリングを実現するには、耐久性および信頼性の

高いセンサと、大量のデータを瞬時に収録 ・伝送する ITI支術が不可

欠である 。本稿では、このような先端技術による構造ヘルスモニタ

リングを適用した制震建物、免震建物の例を紹介する 。

光ファイパセンサを用いた

制震建物の構造ヘルスモニタリング

光ファイパは光を直径250μm程度の刻11長い管の中に閉じこめ、

数十キロを超える長距離にわたって各種の信号を送るもので、光フ

ァイパセンサはこれをセンサとして利用するものである 。光ファイ

パセンサには加11定対象物理量や検査方法に応じて犠々な種類がある
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が、従来の電気式センサと比べて、 ①小型軽量で計調11対象に埋め込

むことができる、 ② l 本のファイパで多点の計測11が可能、 ①耐久性

に優れる、 ④電磁誘導を受けないのでノイズが少ない、 ①火花が出!

ないので防爆性がある、 c&: 数十キロ単位の長距離伝送が可能、 ⑦既

設光ファイパケーブルを伝送路として利用できる、などの特徴があ

る。 このため数キロにわたって連続的にひずみや温度の分布を調べ

たり、 l 本の光ファイパで温度・ひずみ ・変形などを数十点言|った

り、可燃性気体の充満したプラン卜で引火を気にせず、高電磁場環

境でノイズを気にせず、必要なものを計測することが可能となった。

このセンサを用いた構造ヘルスモニタリングシステムを採用した

建物を写真 1 に示す。この建物は鉄骨造 ・地上12階建ての研究施設

( 延床面積13，891111' 、2001年 5 月竣工) で、通常の柱梁構造以外に

図 2 に示すような間柱を設け、梁との交差音[1に極低降伏点鋼による

図 2 間柱制震ダンパ

写真 3

光フ ァイバ

変位計の

取り付け

間柱制震ダンパを配している 。地震H寺に建物に入力するエネルギー

は主としてこのパネル部分で、I吸収し、主構造体のエネルギー l吸収を

抑制する設計となっているため、ダンパのl吸収エネルギー量と柱梁

部のひずみ値を言hi Wして建物の構造安全性を評価する目的で、また

経年にともなう建物の構造特性の変化を追跡する目的で、構造ヘル

スモニタリングシステムが採用されている 。

建物には64点の光ファイパセンサ( 変位計、歪み計、温度計) と

12成分のサーボ型加速度計が設置されている 。変位言|の取り 付け状

況を写真 2 、 3 に示した。

同建物では竣工以来、間柱4耐震ダンパが歪みエネルギーを吸収す

るほどの大きな地震には見舞われていないが、 2004年 5 月26日の宮

城県北部の地震などで良好な観測l記録が得られている 。



インターネットによる

モニタリングデータ処理・解析

構造ヘルスモニタリンクーで、は対象構造物に多くのセンサを設置す

るため、常時および災害H寺にはこれらのセンサから得られる大量の

データを迅速かつ正確に処理し、対象物の健全度 ・被災度を判定す

る必要がある 。省力化および地震l時の混乱を想定すると、乙れらの

データは現地にて処理 ・解析するだけではなく、 l カ所に集めて集

中管理することが望ましい。われわれはインターネ ットを利用した

データ処理 ・解析システムを桝築し、前述の百年館ほかの建物の構

造ヘルスモニタリングに使用している 。

システムの枕要を 図 3 に示す。個々の建物に設置されたセンサの

信号は建物内の観測lシステムに接続され、データの l 次処理が行わ

れる 。処理! 後のデータはADSLなどの通信接続サービスによってモ

ニタリングサーパに転送され、サーパ上で、2次処理された上で観ifllJ

点 ・観if!l l項目ごとにデータベース化されている 。ユーザは任意の観

測l点の必要なデータをインターネットブラウザを用いて容易に確認

でき、 個々の観測システムの稼働状態やメンテナンスはパソコンを

用いて遠隔監視 ・操作できる 。

図 4の建物は鉄骨造 6階建てで、 l 階の柱頭部に積層ゴムを設置

した柱頭免震構造( 延床面積9，066m'、2003年10月竣工) を採用し

ており、基礎および建物の応答加速度25成分、免震層のj曹関変位 2

成分、温度 l 成分をオンラインでモニタリングしている 。センサか

らの信号は建物最上階にある観iWJ システムに収録され、ネットワー

クを介してモニタリングサーパに転迭される 。建物では 1 1: 1に2度

定H寺の建物応答波形を計淵I j 収録するほか、加速度計のいずれかの

轟

図3 インタ ーネットによ るデータ転送 ・管理システム

変位センサ 2 点 杭演傷後知センサ 2 箇所

図4 インタ ーネットによる遠隔監視 ( 清水建築技術研究所新本館、東京都江東区)

r ms値が設定値を超えると、地震と判断して時刻歴波形を収録する 。

収録されたデータはリアルタイムでサーパに転送され、図 4 中に示

すような各センサの時刻歴応答波形、最大値、応答スペク トル、 パ

ワースペク トル、非定常パワース ペク トル、伝達関数などの諸虫が

ただちに自動計算される 。同H寺に システ ム管理者には、 eメールや

携帯電話によって地震の発生と各センサの応答最大値の情報が伝え

られる 。 したがって、この時点で、建物応答の概要拙慢がで、きるとと

もに、詳細に関してはインターネットのウェブサイトから上記の諸

虫を確認することが可能であり、建物の健全性評価・診断を迅速に

行えるシステムとなっている 。

*  
梢造ヘルスモニタリングは個々の建物や土木枯造物のみならず，

大地震発生時の都市機能を確保する上でも重要な技術であり、各

種のセンサや関連技術が急ピッチで開発されている 。者11市を構成す

る椛造物に各種のセンサを配置し、構造のみならず環境、交通、防

災など あらゆる情報を光フ ァイパ網で、連結して適 切に運用していく

ということも将来的には可能になると考えられる 。
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「建築と社会」誌

大正6
i
f:- 3月に誕生した日本建築協会 本雄築協会ifE誌j 、さらに1年後には おりで、パックナンパ- 1I i ' f . 人希望は、

( 当時関西建築協会) の、機関誌 「建築と社会」 と改題し、 今日に至 日本 主 ｾ築協 会 事務局 Ｈｔｅ ｌ ＰＶ ・ ＶＹＴＶ Ｍ

は大正6年9月に n畑建築協会話J って いる 。 6981、F A X 06- 6946・6984) まで。

と題してかl刊された。大正8年に「日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売価絡は12∞円( 送料・消費税含)。
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法改正シリーズ .2

改正建築基準法の概要一集団規定関係-
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い位置の地盤面を容積率算定の基礎となる地総面と定めることで、

建物のボリュームに一定の制限を行うことができると考えられる。

[今後の課題等] 今後、行政は区域指定の考え方の盤)'111や既存

「斜而地マンシ ョン j への対応等も求めら れることになるが、 今回

の改正を受けた条例化により「斜面地マンション」ゃ「地下室マン

ション」 問題のすべてが解決できるとは思えない。そのため、第50

条に基づく条例を活用するなど、 |穏数や盛土等に関する規1111J (こつい

てもあわせて検討していく必要があると考えている 。

平成16年 6月、建築基準法( 以下、特記のない限りこの法律を指

す) は、更なる建築物の安全性及び市f却也の防災機能の確保等を図

ることを目的に改正された。

ここでは、本改正における集団規定を主に紹介する 。

| 特殊建築物の位置に係る規制の鳩となる施設の

明 確 化 ( 第51 条、令第 1 3 0条の 2 の2 、令第 1 3 0条の 2 の 3)  

| 特例容積率適用地区内における建築物の容積率の

特例等Ｈ第 ＵＷ 条の Ｒ ｾ 第 ＵＷ 条の Ｔ )  

法

令
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ー
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[ 目的] 市街地の防災機能の向上を図るため、火災の|祭の延焼

防止等の機能を有する防災空間を確保しつつ、建禦物の共同化や老

朽マンションの建て替え等を円滑に進めるととを目的としている。

[ 改正の概要] 商業地域内に特例容積率巡用区域を定めて適用

されている容積率移転制度を、商業地域以外の用途地域( 第一積 ・

第二種低層住居専用地域および工業専用地域を除く) でも、者11市計

画の地域地区「特例容積率適用地区J ( 今回創設された) として指

定された区域では、容積率移転制度の適用が可能となる 。

[ 今後の課題等] 再開発事業や密集市街地援備事業の促進に有

効なIljl l度として期待されるが、地区の指定にあたっては、まちの全

体像、将来像、インフラの整備状況等を十分考府、した上で行うこと

が求められる 。

| 一団地内ω 建 築 物 に 対 す る 制 問 例

(第8 6条~第8 6条の 5 )  

[ 目的] 市街地の防災機能の向上を図るため、火災の|療の延焼

防止等の機能を有する防災空間の確保を目的としている。

[ 改正の概要] 現在の一団地認定制度は、 一団地内に二以上の

椛えをなす建築物が総合的設計によって建築される場合に適用され

ているが、今回の改正によって、 ーの建築物でも 一団地認定を受け

るととが可能となる 。これにより、特例容積率適用地区以外の地域

においても、今まで以上に空地や緑地等の未利用容積を有効活用し

つつ、乙れらの空地の保全を図る乙とが可能となる。

[ 今後の課題等] 空地等の有効活用が可能となる 一方、まちづ

くりの観点からの空地の有効性や将来的な担保性を確保するため、

各特定行政庁において基準づくりを行う必要があると思われる 。

[背景] 第51条の対象施設である「その他の処埋施設J につい

ては、法に基づく定義がなされず、その運用は昭和47年の通達( 現

在の技術的助言、以下 n日通達」という) により、廃棄物の処理及

び清掃に関する法律( 以下「廃掃法J とL、う) 施行令第 7 条に規定

される施設が対象として取り扱われてきた。

[ 改正の概要] 今回の改正は、ζ れまでの旧通達による運用を

改め、対象施設を法に基づき明確にするとともに、廃掃法との整合

を図るため、位置の制限の緩和対象施設を追加した。( 本年 7 月 1

日に施行済み)

1. 位置の制限を受ける処理施設 (工場その他の建築物に付属する

もので、当該建築物において生じた産業廃棄物のみの処理を行うも

のを除 く)

廃締法に基づくこ手み処理施設、産業廃安物処理施設及び海洋汚染

及び海上災害の防止に関する法律に基づく廃油処理施設など。

2. 小規模な処理施設に対する位置の制限の緩和する施設

ごみ焼却l場以外のごみ処型施設で処理能力3，000人以下のものや、

工業地域及ひ' 工業専用地域内の産業廃安物処理施設で、 一 日の処理

能力ががれき類の破砕施設にあってはl ∞ゆl下のものなどが追加さ

れた。

[ 今後の課題等] 法による定義づけは行われたが、依然として

対象施設は他法令に基づくものであるため、 他法令の改正等にあ わ

せ、法の改正を含めた迅速な対応が求められる 。

また、第51条但し書き言T可を行うにあたっては、法の主旨である

都市計画上の観点からの許可基準等を明確にする必要がある。

| 条 例 山 容 積 率 算 定 の 基 礎 と 叫 盤 面 の 設 定

(第52条第 5J真)
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今回紹介できなか った改正事項については、次号にて紹介予定と

なっている 。また、今回の改正は第51条( 本年 7 月施行) を除き、

l 年以内の施行とな っており、政令等が未だ明らかにされていない

ため詳細はわからないものの、その内容は、現行基準をある程度緩

和するとともに、罰則規定等については強化し、法の実効性を高め

ようとするものと言える 。建築行政としては、これらの規定を有効

に活用しながら、安全 ・安心で、あるとともに、地域性を活かしたよ

り良いまちづくりを推進していきたいと考えている 。

( うすき みつお、さかなかのぶたか、やまね

l まとめ( 中間)

[ 背景] 平成 6年の法改正で、地階の住宅部分の容; frl 緩和が可

能となり、斜面地の多い地域では、いわゆる「斜面地マンション」

の建設が近隣住民との紛争を招き、大きな社会問題となっている 。

[ 改正の概要] 地方公共団体は、土地の状況等に より必要と認

める場合においては、政令で定める基準に従い、条例で、区域を限

り、容積率算定の基礎となる地盤面を別に定める乙とができること

となる 。例えば、地盤面が級数ある場合には、条例により、最も低

まさとし)

撞策と社会 ・2004. 10

[適用の例]
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シックスクール問題

346 設備の頁
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池田耕一

国立保健医療科学院建築衛生部

謹篠と社会 ' 2004. 10

ることができょう 。それに対し化学物質過敏症は、普通の人であれ

ば問題のない濃度レベルの「汚染されている j とは言いがたい室内

においても発症するという意味において、家には問題がないが、居

住者/ 滞在者に身体的な問題があるため、家を改善しただけでは問

題は解決せず、居住者/ 滞在者 u志者) に対し何らかの医学的処置

を施さなければならな L、。この病気は、シックハウスによってもも

たらされるが、看護婦や化学製品の製造業等の、職業的に高濃度の

化学物質にl爆さ れる人にも見られるので、必ずしも「化学物質過敏

症J =  Iシッ クハウス症候群J と言えるものではない。

すなわち、厚生労働省のガイドライン値以上の室内で起こる諸症

状( 症候群) はシ ックハ ウス症候群であり、ガイドライン値以下で

も発症するものは化学物質過敏症と 11乎ぶべきであろう 。この定義は、

筆者個人の持論である。このような定義は、医学の専門家からは必

ずしも支持を受けにくい気がする。おそらく、医学の専門家はどう

しても病態を基にして定義をしようとするからであろう 。筆者が主

張したいのは、定義の分かれ目が責任の所在の分かれ目になってい

るということである 。 すなわち、シ ッ クハウス症候 ｾｗ を治すのは建

物をつくる人、化学物質過敏症を治すのは医者ということである。

この定義を学校における化学物質汚染問題に当てはめると、 「シ

ックスクールj とは、室内の化学物質濃度が厚生労働省のガイドラ

イン値以上となった学校のことであり、そこいる多くの児童・生徒

さらには先生までもが、目やH候などの粘膜が痛い、いやな臭いがす

る、頭痛がする、倦怠感があるなどの症状を訴えたら、 「シッ クス

ール症候群」 とL、うことになるのであろう 。また、多くの児童・生

徒は何も問題がないのに、ごく 一部の児童 ・生徒 (11寺には先生) が

上記と同様の症状を訴え、かつそれらを訴える人々は、化学物質過

敏症の体質を狼千専しているとの診断を受けているとしたら、化学物

質過敏症J忠者が学校にいる乙とであり、「シックスクール問題」で

はないと考えるべきである 。 しかし現状では、これらの問題は厳密

に区別される乙となく、すべて 「シッ クスクールJ 問題とされてい

るのではないかと思う 。なぜかと言え ば、シ ックスク ールに関する

定義が合意を持つてなされていないからである。

「シッ クスクール」問題の場合、シ ックハウス以上にこの区別は

厳密になされるべきである 。なぜならシ ックハ ウスの場合は問題が

個人レベルでとどまっているのに対し、シックスクールとなると個

人だけではなく、組織レベルの問題となるからである 。すなわち、

その対策を実施する場合、公立学校では税金の支出を伴うことにな

り、行政レベルの問題にもなってくるため、問題の波及する範囲が

広くなり、適切な解決が困難となる場合が多いと思われる。

適切な解決とは、筆者の定義に従って 「シック スクール」すなわ

ち学校の建物に問題があり、多くの児童生徒や教職員が教室内空気

中の高濃度化学物質に苦しんでいるというのであれば、問題のある

建物に対し、換気を強化する、ベイクアウトを施す、発生源対策と

して内装の改修をしたり、化学物質を発生するような洗剤、溶剤、

消毒剤等の使用制限をしたり、それでも効果がなければ建物全体の

建て替えをするなどして、「シックスクール」を正常な「学校」に

する必要がある。たとえどんなに費用がかか っても、シックスクー

ル対策のための予算措置をすることが必要であろう 。

一方、 一般の児童4 生徒や教職員には全く問題がない校舎に、化学

ホルムアルデヒドや揮発性有機化合物等の化学物質による住宅室

内の空気汚染問題は 「シックハ ウス問題j とH干ばれ、大きな社会的

関心を呼び、 1997年 6 月に当時の厚生省から紫例とも言 える早さで

住宅室内におけるガイドライン値がホルムアルデヒドについて設定 1)

されて以来、多くの物質のガイドライン値が示された 2) 。乙れを受

け、国土交通省は建築基準法においてクロルピリフォスの使用禁止

と、ホルムアルデヒドを含む建材や家具の規制を実施 3) している。

住宅についてはある程度の見通しがついてきたにもかかわらず、

「シッ クスクール」問題が大きな社会的関心を集めている 。文部科

学省は、 2∞2年 2 月に「学校環境衛生の基準」を改定し、定期環境

衛生検査項目の中にホルムアルデヒドをはじめとして最大 6種類の

揮発性有機化合物を加えるとともに 川、新築 大規模改築の校舎の

竣工受け波し時の ｼ 踊 ｈ 判 ｬｬｊ 定に際し 室 内 ｾ［技が厚生労働省のガイドラ

イン値以下であることと、その後年 l 回の定期1Jl1J定を規定している 。

この問題は、 シック な( 病んでいる) 物が住宅か学校かの迷いだ

けであり 、シック ハウス対策ーがある程度見通しがついた現在、その

ノウハウを応用すればそれほど問題がないのではないかと考える向

きもあるかもしれない。確かにそのような面は多分にあ るが、必ず

しもそれだけですまない{ f ! l I1I i i もある。

いつ、どこで、言われるようにな ったかは正確には分からないが、

筆者の知る限り、 「私が 『シックハ ウス 』の名付け親である」と言

っている人が少なくとも 2人はいるようである。いずれにせよ 「シ

ックハウスJ とか「シックハウス症候群」という言葉が蝶んに使わ

れるようにな ったのは、ホルムアルデヒドに関して厚生省によりガ

イドライン{ 直が設定されるようにな ってからである。シックハウス

とは「病んだ家J のことで、建材、家具等から発生するホルムアル

デヒドや揮発性有機化合 物 ( 以下VOC) によって室内が汚染されて

いるという意味で「病んでいる j 家である。そのような家の中にい

る居住者に日や11候の痛み、頭痛、倦怠感、いらいらなどの不定愁訴

が起こる場合もあり、それを「シックハウス症候群j と呼んでいる 。

この言葉は、 1980年代の欧米で大きな社会問題となったシック

ビル症候群 (SBS) をも じった和製英語であり、通常日本語で 「ビ

ルJ と言うと「住宅J は範時に入らないため、住宅におけるSBSで

あることを分かるようにしたものと思われる 。欧米人に Isick house 

syndromeJ と言っ ても直ちには通じない。 しかしながら、英語で

I  sick houseJ と表現することがないとは言えない。では、われわれ

がイメージするような意味での シック ハウス問題を、どのように

表現するか。カナ ダ国立科学研究所 ( NRC) のC. Y. Shaw博士によ

れば、北米の工学関係者の聞で、はsickとかhealthyのような医学と関

連が深い言葉を、 住居に対して使用することはできるだけ避けて、

I  probl em houseJ とか Inon-probl em houseJ と11平ぶ乙とにしている

そうである。

また、しばしばこの「シックハウス疲候群の同義語j と誤解され

る言葉に 「化学物質過敏症j と呼ばれる言葉がある 。シックハウス

症候群は汚染された家に入れば就にでもその症状が起こるという意

味で、あくまで家問題があるのである 。この 「汚染さ れたJ とは、

「室内濃度レ ベルが厚生労働省の指針値を超えている」 と言い換え

l シックスクールとは何か
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l 研究者の責任

ｾ材からの放散量に関する研究は数多いが、その成果を応用して

建設後の室内臼均支を十分な精度で予測することはできず、そのため

放散量が少ないと思われる建材や仕上げ材や桜着剤を使って建物を

建設したからといって必ず、しも室内の濃度が厚生省のガイドライン

値以下になることは保証できない。またガイドライン値が設定され

ている物質は室内に存在する 化学物質のうちのほんの一部である

し、それそ守れ単独に存在している場合のみの値であり、複合影響に

は全く触れられていない等解決されなければならないことは多い。

研究者はさまざまな学術データは出すが、現状ではこの問題で困

っている人にとって必要な情報とはなり得ていない場合が多い。困

っている人に役立つデータは、しばしばいわゆる ペーパーにはなり

にくいといった面があり、研究者はどうしてもペーパーになりやす

い研究にしか興味を示さない傾向があるが、それでは研究者と社会

の一般人との距離が遠くなるだけである。ζ の点をより強く意識し

て、 ぺーパーになりにくくとも、困っている人に役立つ研究を進め

る主任がある 。

シックハウスやシックスクール問題は、ここ 2 、3年急に社会的

認知が高まったとは言っても言葉が知陥れている程度で、内容に関

する知識の普及は十分とは言えな p 。その原因として、現在の教育

システムにおいて体系的な住居等の一般居住環境と健康に関する教

育がなされていないことがあげられる。特に「居住者j の立場に立

った教育は、本院の保健所の環境衛生監視員や保健婦を対象とした

1 カ月の 「住まいと健康j や「建築物衛生コースJ くらいである 。

大学の工学部等の建築学科における教育は、施工会社や工務屈の立

場に立った「作り手」のための教育でしかない。また、本来、居住

者の立場に立った教育をするべき家政学部等の住居学科等の教育

は、工学部建築学科の教育体系をそのまま踏襲しているだけの場合

が多い。それはそれらの学科の教官の多くが工学部系の出身者で占

められることが多いためで、建築学科以外の家政学部出身の住居関

係の教官は、少数派となっている。また、家政学の大学全体として

は 「衣・食j に比べ、 「住」に関する力の入れようが十分でないこ

とも原因であると思われる 。

一方医学系の大学においても、「住」すなわち 「居住環境」に関

する教育は全く不十分であるとしか言いようがな L、。医学に闘し門

外漢である筆者が、このようなことを言 うのは不適切かも知れない

が、医学関係者の「住」に関する知識は、同じ生活の三大要素であ

る「食」と「衣」に比べはなはだ貧弱で、 一般の住民とほとんど変

わるところがない。これで、は、医者が忠者の生活全般の指導をする

ことなどできないと言われでも仕方がない状況である 。その原因が

医学部における住教育の不完全さにあることは否めないであろう 。
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l 告方面での教育の必要性

物質過倒産の生徒が入学してきたり、教職員が転入してきたときは、

その人たちにはさまざまな問題が起こるであろうが、それを「シッ

クスクール問題」ととらえ、すべての校舎に対し、それらの人々に

も問題が生じないレベルまで濃度低減するための対策をとらなけれ

ばならないとする乙とが妥当であるかどうかは、慎重な検討を要す

る。化学物質過敏症の忠者さんにと って問題のないレベルというの

はかなり低いレベルで、通常は一般の人の 1/ 10から 1/ 100程度

の濃度であっても問題が起きる場合もあると L可 。 しかも過敏症の

底、者は、内山らの実施した調査によると日本人の約0. 8%程度であ

るとすれば、 一つの学校に数人いる程度であり、その数人のために

多くの公的な資金を使うことの是非に関する慎重な検討が必要とな

るであろう 。 しかし、その数人の当事者と家族にと っては、学校に

通うことができなくなることさえあるとすれば、その対応を強く求

める行動 ｬ こ ， ＧＺｈ ることは十分理解できる 。 高温 ｘｾＦ 的な対立の図式を取る

と、きわめてj侭決が困難な状況に立ち至ることさえある。

そのような事態において大切なことは、 「シックスクール問題j

が一種の環境問題であるとすれば、双方の冷静な判断でめる。環境

問題を解決するためには、問題の所在を明らかにし、現状の科学技

術、社会経済情勢等を見極め、双方納得の L、く解決策を繰る必要が

ある 。そのためには、シックスクール問題に関して冒頭述べた筆者

の定義は役に立つと考える。すなわち問題とな っていることが、

として建物にあるのか、人にあるのかをしっかり見極め、建物に問

題がある「シ ックスクール症候群j であれば、学校内の建物の問題

のある筒所を直すのが先決であろうし、建築技術的対応で問題解決

に至るはずである。一方、化学物質過敏症であるための問題であれ

ば、建物に対し建設技術的な対策をしても、問題の全面的な解決に

はつながらないであろう 。化学物質過敏症児童生徒に対する医学的

処置を考えるとともに、そのような児童生徒が学習ができるような

場を学校内に確保するといった制度的な対応が現実的であろう 。
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校舎等から発生する化学物質により室内濃度が厚生労働省の指針

値以上にな ったための 「シックスクールj であ った場合は、建築技

術的な対応をとることになるが、では、具体的にはどうすればよい

のか。これについては、すでに 「シックハウス問題」でかなりの蓄

積があり、基本的にはそれを流用すれば卜分である 。

室内空気汚染問題に対する技術的対策は、基本的には、以下の 4

つである 。

( 1 ) 汚染質を発生させるような発生源を室内に持ち込まない。屋

外にある発生源からの侵入をil 9こさない。( 例: 化学物質を発生させ

る新建材などを使わな L、)

( 2 ) そ れが無理な場合は、室内にある発生源を密閉、固い込み、

無害化し、室内空気中に拡散しないようにする 。( 例: 発生源のヒ

にフィルムを張ったり、塗料を塗ったりする。また、ベイクアウト

などを施し発生量の削減を図る)

( 3 ) それも無理な場合は、室内空気中に拡散した化学物質を除去

する 。(例 空気清浄機による減過、光触媒、オゾン等による化学

物質の分解、ゼオライト、木炭による化学物質のl吸着)

(4 ) 換気による希釈。

以上の長所欠点、利害得失を考慮、して、状況に合わせてもっとも

適切なものを一つあるいは二つ以上組み合わせて用いることができ

る。詳細については、以下に示す図書を参考にされたい。なお、こ

れらの図書は、たまたま筆者の手元にあったものの中から目に付い

たものを示しただけであることを、念のため付記しておく 。

l シックスクール問題に対する技術的対策



[ お知ら せ]

京都C DLの秋の催し

京都C DLは、京都とその近郊に立地する 14大学22研

究室で編成され、京都の都市/ まち/ 暮らしを考える 0

・第 8回リーグ「京都地区型構想の可能性地区に住

むということ一」

日時 2004年10月29日(金) 30日(土)

会 場 ひ と ・ま ち 交 流 館 京 都 T E L 075-354-8711 

京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83- 1

市バス 17、205号系統「河原町正面j 下車

d洋 生のみによる地区提案フリーハトル

@ シンポジウム「京都地区型構想の可能性j

③ 作品展示一京都地区型構想2004ー

・地区ビデオコンテスト

京都市内あるいはその近郊の市町村を独自の観点から

切り取り、その隠れた魅力や問題点をひとつの映像作

品にして競いあうビデオコンテスト。中学生以上の個

人、グループは応募可。京都在住以外でも応募可。

応 募 作 品 作 品 は 4 分以上 7分未満のデジタルビデオ

テープで提出。200字程度の作品主旨+ 主

たる鑓影場所 (行政区、市町村) + 主旨裏

側lに応募者氏名等を記入。11 月 1 白必着

審 査 員 広 原 盛 明 (京都C DL コミッショナー) 一委

員長一、 布野修司/ 高田光雄/ 竹山聖/ 古

阪秀三ら

作 品 提 出 京 都C DL事務局 T E υ F AX 075-383-2913 

〒615-8540 京都市西京区京都大学桂

京都大学大学院工学研究科布野研究室内

建築海外研修奨学生募集

ユ ロ ・アメリカン教育協議会は 、協議会が申込金 ・

参加費の一部を補助する国際研修への、建築やインテ

リアデザイン分野の奨学生を募集中。

- 国際研修プログラム概要

* 対象プログラムー ①実地研修 、②現地トレーニン

グ+ 実地研修

* 研修国一英国、米国、その他各国より選択

* 研修好希望の剛彦分野の企業、個人事務所、団体

* 期間 ・参加費用ー 1 カ月 489 ，300 円 - 1 2 カ月

1，216，950円 (消費税込み)。 別途、渡航費、滞在費な

どが必要

応募聞各応募分野にかかわる学業もしくは実務経験

のある 、出発時に21歳以上の人

奨 学 金 50万円 ( 3名) 、25万円 (5名) 、10万円 (15名)

選 考 方 法 第 1次: 書類選考 (選考申込書・課題作文)

第 2次: 面接/ 電話インタピュ

応募受付 2004年10月4 日(月) - 2004年11 月25日(木)

応募方法選考申込書、課題作文を下記へ郵送。

ユーロ・アメリカン教育協議会「奨学生募

集j 担当 (T E L 03-3812-2022)  

〒113- 0024 東京都文京区西片2-22-21

30 建築と社会 ・2004.10

n f o r ma t i o n  

建築史探偵団~参加者募集~

大阪歴史博物館では、「建築史探偵団j の参加者を募集

している。各コース定員は30名。

・コース |

ω 004年10月23日 (土) 10: 00- 16: 30 

レクチャー後、福島区~大淀区の近代建築をめぐる

c m004年10月30日 (土) 10:  30- 16 ・00

東大阪の近代建築をめぐる

・コース 11

q沼004年11 月21 日 ( 日) 10: 00- 16 ・30

レクチャー後、大阪 ・}I 旧 、築港の近代建築をめぐる

喧)2004年11 月28日 ( 日) 10:  30- 16 ・00

京都 ・伏見の近代建築をめぐる

対 象 問 わ ず。ただし任渇の両日とも参加できる人

参 加 費 各 コ ー ス600円 ( 2回通し、初回に支払い)

講師学芸員の酒井一光、船越幹央、飯田直樹

申込み往復ハガキに、 ①希望のコースのいずれかー

方②住所①氏名④連絡先電話番号と 、返信先

住所を記入し、10月12日必着で下記へ。

大阪歴史博物館「建築史探偵団j 係

〒540-0008 大阪市中央区大手前4・1・32

T E L  06-6946・5728、F AX 06-6946-2662 

なお 、ハガキは一人 1通。 1枚のハガキで両

コースへの申し込みは不可。

J I A市民大学講座

「まちづくりセミナー2004J は9 月30 日から始ま って

おり 、計 6園、18: 00- 20:  00に講座が開かれる。

②10月14日 (木) まちづくり新世紀/ 三輪泰司

(地域計画建築研究所会長、京都造形芸術大学客員教綬)

③10月28日 (木) ス トック時代の集住と街づく

り/ 梶浦恒男 (平安女学院大学生活環境学部教授)

④11 月12日 (金) 美しい国づくり 建築家に何が

できるか/ 商傑洋雄 (南候設計室代表)

⑤11 月26 日 (金) 景観再生計画/ 松岡拓公雄 (滋

賀県立大学環境科学部教授)

⑥12月 3 日 (金) 建築家は街づくりに貢献できて

いるのか/ 藤本昌也 (現代計画研究所代表、関東学院

大学工学部教綬)

会 場 東 陶 機 器 (株) テクニカルセ ンタ 一大阪

大阪市中央区久太郎町3・6・8 御堂筋ダイワビ

ル 2階、地下鉄御堂筋線 ・中央線本町駅下車。

定員 100名 (先着順、代理出席可)

受 講 一 般2，000円/ 回、学生1，000円/ 回

申込 e-mail 、F AX または薬害で、受講日 ・氏名 ・所

属 ・連絡先住所・電話 ・F AX ' e-mail を記入し 、

(社) 日本建築家協会近畿支部 ( 1" 541- 0051

大 阪 市 中 央 区 備 後 町 2-5-8、F A X 06- 6229-

3374、e-mail :  j i a@bc. wakwak. com) へ。

soゼミ「住宅論~巨匠に聞く設計の極意」開講

オリジナリティあふれるデザインリソ スがどうや っ 教 室 ア ー パ ネ ックス備後町ビル 6階

て生まれるのか、自作をもとに、テ‘ イスカ ッションや 大阪市中央区備後町3-6-14

演習を交えながら掘り下げていく全 3回の講座。 地下鉄御堂筋線本町駅より徒歩 3分

(I)2004年10月20日 (水) 19:  00- 21 :  20 定 員 30名 (定員になり次第、締め切り )

講 師 遠 藤 剛 生 (遠藤剛生建築詰十事務所) 受 謝 ヰ 一 般18，900円、学生15，750円

c m004年11 月17日 (水) 19:  00- 21 :  20 

講 師 石 井 修 (美建 ・設計事務所)

Q)2004年12月1 日 (水) 19 :  00- 21 :  20 

講師 本多友常 (和歌山大学システム工学部教授)

J I A会員15，750円 (C P D6単位取得〉

申込先大阪ガスインテリアデザインスク ル

T E L  06-6262-4089、F AX 06・6262・7202

http://www. og-school . com/  

シンポジウム「大和川付け替えと江戸時代の大阪J

洪水を繰り返す大和川の付け替えが完成したのは宝永

元年 (1704)。今年300周年を迎えたのを記念して、柏

原市立歴史資料館、大東市立歴史民俗資料館、大阪府

立狭山池博物館、八尾市立歴史民俗資料館、大阪歴史

博物館、松原市民ふるさとぴあプラザ、堺市博物館は

大和川水系ミュージアムネ ッ トワークを結成した。

大阪歴史博物館の下記シンポジウムは、参加費無料。

・ 「大和川付け替えと江戸時代の大阪」

日時 2004年11 月14日 ( 日) 10 :  00- 16 :  20 

会場大阪歴史博物館 . 4階講堂 (定員250名)

申込往復ハガキ 1通につき 2名の申し込みか可能。

氏名 ・郵便番号 ・住所 ・電話番号、返信ハガキ

には返信先を明記して 、10月20 日までに大阪歴

史博物館「大和川シンポJ 係へ。

干540- 0008 大阪市中央区大手前4- 1-32

内容 ・宝永元年大和川付け替えの歴史的意義/ 村田

路人 (大阪大学教綬)

- 古文書からみた付け替え運動/ 中九兵衛 (中

甚兵衛十代目)

- 旧大和川地域の地域形成と展開/ 小奇利明

(八尾市立歴史民俗資料館)

- 新大和川と依網池/ 市川秀之 (大阪狭山市教

育委員会)

・大手口川付け替えと都市大坂/ 八木滋 (大阪歴

史博物館)

・パネルテs イスカ ッション/ 岩城卓二 (大阪教

育大学助教綬・司会) + パネリスト (村田路人、

中九兵衛、ネッ トワ ク参加館担当者)



セミナー「維持管理時代のコンクリー卜を考える」

(社) セメン卜協会の第294回コンクリートセミナー 会 場 広 島 国 際 会 議 場8 2 ・ヒマワり

が、広島で開催される。 広島市中区中島町1- 5

①維持管理時代を迎えてコンクリー卜技術者は何をす 定 員 250名 (先着順)

るべきか/ 魚本健人 (東京大学生産技術研究所教授) 受講料 10，000円 (テキス 卜伶含む)

②データベースを使った耐用性診断の実際/ 宮本文穂 申込先 2004年11月 2 日までに、受講申込書 (受講

(山口大学工学部知能情報システム工学科教綬) 者氏名、勤務先住所 ・T E L . F AX ・業種) は

③ コンクリー卜構造物の維持管理ー そのシナリオデザ F AX  (03- 3523- 2700) で送り 、受講料は郵

インの実際ー /北後征雄 ωR西日本コンサルヲンツ) 便振替 (加入者名: 社団法人セメン卜協会、

④信頼されるコンクリー卜を創る施工システム/ + 河 口座番号 : 00170- 9・196803) に振り込む。

茂幸 (大林組技術研究所副所長) 詳しくは 、( 紛セメン卜協会 (東京都中央区八丁堀4- 5・

日 時 2004年11 月 9 日 (火) 9  : 2 0 - 16 : 10 4、T E L 0 3・3523- 2705) 普友部門へ。

東京ビ‘ッグサイトの同時開催展 リビングショーへの出展募集

会 期 2004年10月13日(水) - 1 5日(金) 10: 00- 17:  30 2005年 3 月18 日- 21 日の 4 日問、北九州市小倉北区の

会 場 東 京 ビ ッグサイ ト内 (東京都江東区有明) 西日本総合展示場で開催される住宅産業見本市「第24

入 場 料 一 般1，000円 (同時開催展共通) 回西日本トータルリビングショー」は、「人と地球の健

・A / E /  C  S Y ST EMS  J AP A N 2004 [ "建築/ 建設と IT 康住宅J をテーマに企画を展開する予定で、準備が進め

のコラポレーション一新たな挑戦- J られている。

内容は、http://www.aec- syst ems. com. こ掲載 健康住宅やスト ック型住宅 (長寿命 ・資源循環型住宅)

・ecobui l d 2004 [ " すまい・建築 ・都市の環境展j を中心lこ、住まいの防犯、ユニバーサルデザイン、リフ

http: //www.ecobuil d. jp オーム、デザイナース{ 主宅、キッチンのあり方なども紹

. IPE C21  2004 ["ひと 環境デザインJ 介し、西日本地域に向けた住宅産業関係者の交流の場と

http: //www. i pec21 .jp なることを目的として 、出展者を募集中。

・シンポジウム「ひと・環境・デザイン一 日本の住居と 小間 ①基礎装飾 (パックパネル ・間仕切り・社名板)

環境，- J (上記 3 展のウェブサイトに事前申込み) ー 1小間 9rrl につき 199，500円

日 時 2004年10月14日 (木) 13 : 3 0 - 16 ・00 a特殊小間 ( スペース小間) - 90 rrl 以上の区画

会 場 国 際 会 議 場 ・会議棟 6 F (定員300名) 1  rrl につき 19，950円

講 師 荒 川 修 作 ( コーティロジス卜) 申込 2004年11 月30日 (火) までに、 倒酒 日本産業貿易

隈 研 吾 (建築家、慶応義塾大学教授) 見本市協会事業企画課 (〒802・0001 北九州市小

醸森照信 (建築史家、東京大学教授) 倉北区浅野3- 8・1、T E L 093- 511 ・6848、http://

聴講料 2，000円 www.  ni shi ten.or ・jp) へ。

ベット共生住宅「キャラクター・マーク」募集

i nf or mati on  

竹中大工道具館巡回展

1984年 7 月 1 日に開館した竹中大工道具館は今年開館

20周年を迎え 、20周年記念事業や f竹中大工道具館20

年史j の発行の準備をすすめている。

開館20周年記念巡回展は、名古屋、東京、福岡、大阪

を会場として 、今年10月から来年 4 月にかけて開催。

・名古屋会場入場無料 (明治村入村料は必要)

会期 2004年10月19日 (火) - 11 月28日 ( 日)

9  :  30- 16:  30 無休

会場博物館明治村 (愛知県犬山市内山 1)  

名鉄犬山線犬山駅東口からパス20分

- 展示「木の匠と鉄の匠j

野村貞夫 (明治44年~昭和58年)、 西岡常一 (明治41

年~平成 7年) という東西の「木の匠j 、そして千代鶴

是秀 (明治 7 年~昭和32年)、 宮野鉄之助 (明治34年 ~

平成 8年) という東西の「鉄の匠」が名工たり得た理由

を、作品や愛用の道具から探っていく 。

・講演会「江戸の建築学j

日時 2004年10月23日 (土) 14 : 00 - 16 : 00  

講 師 滋 和 善 (名古屋工業大学大学院教綬)

会場博物館明治村ザビエル聖堂

定員 200名 (先着順)

・セミナ- [ " 竹中の遺矯探訪j 一法栄山大園寺薬医門、

志摩圏分寺本堂、継鹿尾山寂光院薬医門、大宝神社一

日時 2004年11 月20日 (土) 14:  0 0 - 1 6 ・00

講 師 仲 井 領 (竹中大工道具館 ・元副館長)

会 場 博 物 館 明 治 村 第四高等学校物理化学教室

定員 100名 (先着順)

カルティ工= ブ‘レッソン写真展

アンリ ・カルティエ= フレ ッゾンの写真展は第 3期を迎

え、日本を含むアジア各国の、大阪芸術大学所蔵の写真

65点を展示する。入場無料。

会期 2004年10月 9 日 (土) - 10月27日 (水)

独立行政法人都市再生機構 ・西日本支社では 、試行的

に「ベ ッ ト共生住宅J 2 団地を建設中で 、この 2 団地

の屋外サインや掲示板、各グ ッス、募集パンフレ ッ 卜

lこ使用するため 、ペッ トをモチーフとした親しみのあ

る「キャラクター ・マーク」を 、ウェブサイト (htt p: //

www. ur - net .go. j p/we st/pet mark/) でも公開募集中。

審査結果は12月上旬に公表する。

- グループの応募可。 1郵送につき 1点。 10 ・00- 16: 00 

応募方法 ①応募用紙 (A4判、〒住所 ・氏名 ・年齢 ・ 10/ 15 (金) 、17 (日)、 24 (日) は休館

性別・職業or学校名と学年 ・電話番号、及び 会場大阪芸術大学権内芸術情報センタ一地下 1階

提案名称 ・提案内容と コンセプト) 大阪府南河内郡河南町東山469

②提案用紙 (A4白色用紙、彩画 ・函材は自 T E L  0721 -93・3781

由。立体、半立体、写真加工は不可。裏面 近鉄南大阪線「あべの橋j 駅より「河内長野」行

に干住所 ・氏名 ・電話番号を記入) き準急で 、「喜志HR下車。芸大スクールパス 、

なお、飼育可能なペッ トは 、犬、猫、うさぎ ・モルモ

ッ 卜など小動物、小鳥、魚類に限られている。

郵 送 先 ① と② を (株) URサポー ト都市再生技術本 または金剛パスの「東山J 下車。

部 (〒540- 6012 大阪市中央区械見1・2・27)

応募規定 ・応募酎各は問わす。プロアマ問わず。 へ、10月20 日 (水) までに郵送。

建設リサイクル法に基づくパトロールを 1 0月2 5日に

["3R  ( リテ‘ユース・リユース ・リサイクル) 推進月間j 分別解体等が実施されているか②特定建設資材廃棄物

の10月、大阪府でも府内17特定行政庁とともに、10月 について適正に再資源化等が行われているか③解体工

25日 ( 月) に一斉パトロールを実施する。 事が建設業許可または解体工事業登録業者によ って行

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律J (建設 われているか④解体工事等の届出が事前に提出されて

リサイクル法) に基づくこのパトロールは 、①適正な いるかー を重点的に見回るもの。 歌舞伎役者の葬式 1966年
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兵庫県立美術館で展覧会

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館 T EL 078・262・0901

神戸市中央区脇浜海岸通1-1 ・1

阪神岩屋駅下車、南へ徒歩 8分

開 館 10 :  ＰＰｾ Ｑ Ｘ＠ :  00 (金、土は20 : 00まで)

休館日 毎月曜 日、ただし 月曜が祝 日の場合は開館し 、

翌火曜日休館

・ シルクロードの装い~パリ ・コ レに花咲いた遊牧の民

の 美 ~

1991年ソ連崩壊後に誕生 したウスベキスタン、 トルク

メニスタン、キルギス 、ヲジキスタン、カザフスタンな

どの国々で継承されてきた染織品や装身具は、現代のフ

ァッション界においてもその影響は大きい。

花嫁用頭飾り トルヲメニスヲン

(北ヨムー卜接) 広島県立美術館蔵

本展では 、パ

リ ・コ レクシ

ョンのシルク

ロードフ ァッ

ションと 、そ

の創造の源と

なったシルク

ロー ド地i誌の

民俗衣装や装

身具など 、合

わせて約 300

点を展示する。

会期 ＲＰＰＴ 年 Ｙ 月 ＱＸ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ ＱＱ 月 ＲＳ 日 Ｈ 火 ・ 祝 Ｉ

展 示 同 館 ・企画展示室

「力ンヴ. ァスに立つ建築J 展

「空想建築j を描き、独特な世界を築き上げる野諸島

1995年以来久々の美術館での個展が、東京オペラシテ

ィアートギャラリーで閑かれる。

「野又穫: カンヴァスに立つ建築j 展には、東京オペラ

シティアー トギャラ リーのコレクション作品を中心に最

新作まで計51点が出品される。

会期 ＲＰＰＴ 年 ＱＰ 月 ＱＶ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ ＱＲ 月 ＲＶ 日 Ｈ 日 Ｉ

12 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 (金、土は21 ・00 まで)

月曜休館

会 場 東 京 オペラシティアートギャラリー4F

ギャラリ ー 3 ・4 T E L  03- 5353- 0447 

東京都新宿区西新宿3- 20- 2

作 品 ( S till ー静かな庭園) ( 1986) 、 { 風見の地

20)  (1997) 、 〈東方へ24) (1999) 、 { 視

線の変遷- Poi nts 01 Vi ew)  (2004) など。

入場料 一般1，000円、大高生800円、中小生600円

※ 同時開催「ヴォルフガング ・テイルマンス j

展 (3F ギャラリ ー 1 ・2 )、 rProj ect N19 小西

真奈展J (4F コリドール) の入場料含む。

野又穫 〈東方へ24) 1999 

Tokyo Oper a C ity Art Gal l e叩 I phot o :  S AITO  Arat a 

. 新刊紹介

[建築トラブルにみる常識非常識J

9月に刊行

建築をよく知っている

人にと っては当たり前

のことでも 、この当た

り前のことが一般の人

には当たり前ではない。

たとえばコンクリー卜

や塗り壁のひび割れと

か、木材の反りなどを

見つけると、手抜き工

事だとパニックに焔る

一般の人々に、建築関

係者はそのような不具

合は適切な補修をすれば、安全性・耐久性・機能を損な

うものではなく 、ある程度やむをf専ない、建築の口ーテ

クさに原因があることをわかりやすく説明しなければな

らない。これが執筆の動機につながったと著者は言う 。

著者の荒川治徳氏は、清水建設建築技術部長を最後に同

社を定年退職し、側テクネ ッ ト大阪営業所長を経て、平

成 9年に備荒川建築技術コンサルヲントを開設した。ま

た、(柑日本建築協会出版委員会の委員も長年務めている。

その豊富な実務経験と 、出版物にかかわ ってきた広い視

点から本書はまとめ られており 、建築には門外漢の読者

もうなずくことが多い。改めて工事現場を見上げたり 、

コンクリ ー 卜をなでてみたり 。

第 1章/ コンクリー卜はなぜひび割れるのか

第 2章 / コンクリー卜の強度つてなんだろう

第 3章/ 左官は職人の技術

第 4章/ 建物を支える基礎と地盤

第 5章/ 施工技術は意外に口ーテク

第 6章/ 木の性質を知ろう

第 7章/ お互い信頼して家をつくるために

体裁 : B 5判、231 頁 定 価 : 本 体2200円+ 税

発行 : 学芸出版社

観 覧 料 一 般1，200円、大 ・高生800円、中 ・小生400円

※ 「ルイ ・ヴィ卜ン展10/ 2 ｾ ｊ の観 覧 は別

料金。併せての観覧には割引あり 。

. Univers al  S y mbol  01  the  Br and  

大阪市立美術館「万国博覧会の美術」展

ルイ ・ヴィ トン 時空を超える意匠の旅 21 世紀最初の万博 r 2005年日本国際博覧会J (愛知万 近鉄あべの橋駅

今年創業150周年を迎える 「ルイ ・ヴィ トンj の、デザ

インの魅力や、その歩み、新たな挑戦を紹介する。パリ

責E外ア二工ールにあるルイ・ヴィトンミュージアムが

↑専) を記念して 、大阪市立美術館で「世紀の祭典万 観 覧 料 一 般1，300円、高大生900円

国博覧会の美術~パリ ・ウィーン ・シカコ万博に見る 招待券希望者は、日本建築協会へ。

所蔵するアンテ ィー

ク ・ト ランクや 、19

世紀末の日本やヨーロ

ッパの工芸、染色、絵

画などを展示。星と花

に似た文様に創業者の

頭文字 L とV を組み合

わせたルイ ・ヴィトン

のシンボル「モノグラ

ム ・モチーフj の源泉

を探る。

創 業者 ル イ ・ヴ ィ トン

(1821・1892年)

@ Ar chi ves Loui s Vu出 on

東西の名品 ｾｊ が開催されている 。

1851 年、ロンドンで初めて万国博覧会が開催されて以

来、19世紀後半は「万国博覧会の時代J といわれ、日

本でも 1867年のパリ万博に徳川幕府 ・薩摩藩が参加。

1873年のウィーン万博には明治政府が参加し 、1878年

のパリ万博で「シ、ヤポニスムj は頂点を迎えた。

本展では 、パリ ・ウィーン ・シカゴ万博に出品された

日本の工芸品と工芸家の姿を紹介。 また 、1900年ま で

に 5 回開催されたパリ万博を中心に 、万博が西洋美術

に占めた位置に迫る。

出品数約450件。

会期 ＲＰＰＴ 年 ＱＰ 月 Ｕ 日 Ｈ 火 Ｉ ｾ ＱＱ 月 ＲＸ 日 Ｈ 日 Ｉ

会場デザインは建築家 ・安藤忠雄氏。 9 :  ＳＰｾ Ｑ Ｗ＠ :  00  

会期 ＲＰ Ｐ Ｔ 年 ＱＰ 月 Ｒ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ ＱＲ 月 ＲＵ 日 Ｈ 土 Ｉ 月曜日休館。10/ 11は開館、翌12 日(火) 休館

観 覧 料 一 般1，200円、大 ・高生900円、中 ・小生400円 会 場 大 阪 市 立 美 術 館 (天王寺公圏内)

両展とも招待券あり 。希望者は日本建築協会 (T E L 06- 大阪市天王寺区茶臼山町1- 82

6946- 6981 、F AX 06- 6946・6984) へ。 地下鉄御堂筋線 ・谷町線 ・J R天王寺駅
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平成16年 7 月

理事会

第 3 回常任理事会

7 月28日 (水) 15: 00- 16 : 30 

出席者佐野会長ほか 9 名

殺 事 ( 1 ) 平成16年度収支予算執行状況

( 2  ) 事務所売却費等の使途

( 3  ) 財務規程の制定

( 4  ) 後援名義等の使用

( 5  ) 読者と選ぶ「建築と社会J 賞、ほか

( 6 )  14団体新年交礼会

編集委員会

第 4回編集委員会

7 月7 日 (水) 18:  00- 20 :  00 

出席者設楽委員長ほか 7名

誠 事 ( 1 ) 2004年 8 月号- 1 0月号特集経過報告

( 2 )  2004年11 月号以降の特集企画

( 3  ) 作品作風、広告企画、シリース頁等の報告

( 4  ) 収支状況報告

第 4 回精進分科会

7 月2 日 (金) 18:  00- 19 :  30 

出席者肥嶋幹事ほか 5 名

議 事 10月号徳造特集の企函

第 3 回設備分科会

7 月12日 (火) 18: 00- 19: 30 

出席者梶井幹事ほか 2 名

殺 事 ( 1 ) 8 月号設備特集の経過報告

(  2 )  i設備の頁j の企画

第 4 団施工材料分科会

7 月22日 (木) 17: 00- 18: 00 

出席者吉田幹事ほか 4 名

殺 事 2005年 2 月号施工材料特集の企画

第 4 団法令分科会

7 月14日 (水) 14: 00- 15: 30 

出席者山口幹事ほか 4名

議 事 「法令コーナーJ の企画と来年の特集

第 4 自作品作風小委員会

7 月22日 (木) 19:  00- 20 :  30 

出席者 中村副委員長ほか 8 名

殺 事 ( 1 ) 作品の選定

( 2  ) 作品の掲載状況並びに渇毅予定の報告

( 3 )  i  gal l eryJ 掲載報告・予定

第 4 回広告企画小委員会

7 月7 日 (水) 17: 00- 18: 00 

出席者設楽・渡漫正副委員長ほか 7 名

議 事 ( 1 ) 2004年 8 月号以降の特集・特集関連広告

( 2  ) 本年度の広告企画 (表紙広告その他)

( 3  ) 収支状況報告

第 2 回計画分科会一計画系ー

7 月26日 ( 月) 18:  30- 21 :  00 

出席者紅谷幹事ほか 3 名

議 事 1月号計画系特集の企画

日 本 建 築 協 会

月間の動き

事業委員会

第 3 回情報見学小委員会

7 月8 日 (木) 18:  00- 19 :  15 

出席者 瀬戸川・南・松浦正副委員長ほか 9 名

議 事 事 業 企 画 の 報 告 と 検 討

第 2 回若い会員の集い小委員会

7 月29日 (木) 19 :  00- 20 :  30 

出席者杉本副委員長ほか 2名

議事小委員会の編成ならびに事業企画について

出版委員会

第 3 回出版委員会

7 月15日 (木) 18:  00- 19 :  00 

出席者上原委員長ほか 6 名

議 事 ( 1 ) く プロのノウハウ > と特装本の経過報告

( 2  ) 第28回くプロのノウハウ> 講座の実施報告

第16回建築教育小委員会 (仮称)

7 月9 日 (金) 18:  00- 19 :  00 

出席者谷川| 主査ほか 2 名

議 事 「建築を学ぷー建築設計教育のあす J の出版

企画と今後の作業予定

第25回「建築施工図の作図方法とチェ ックポイン卜 J 小

委員会 (仮干ホ)

7 月20日 (火) 18:  00- 19 :  30 

出席者 田中主査ほか 3 名

議 事 「建築施工図の作図方法とチ工 ツクポイン卜に関

してJ 事例報告と今後の作業予定

建材委員会

第 1 回建材委員会

7 月20日 (火) 16: 00- 17: 00 

出席者鈴木委員長ほか 7 名

議 事 建材委員会の4構成と役割の説明と 、予算の件

近代建築を学ぶ会

「近代建築を学ぶ会 (仮称)J 打合せ会

7 月5 日 ( 月) 18:  00- 20 :  30 

出席者松隈委員ほか 6名

議 事 「近代建築を学ぷ会 (仮称) J の企画について

「近代建築を学ぷ会 (仮称) J 打合せ会

7 月20日 (火) 18 :  00- 21 :  00 

出席者松限委員ほか 5 名 於阪急電鉄

議事「近代建築を学ぷ会 (仮称)J の企画について

【平成16年 7 ・8 月分】

8 月 5 日 (木) 18: 00- 19:  30 

出席者設楽委員長ほか 2名

議 事 ( 1) 2004年 9 月号- 11 月号特集経過報告

( 2 )  2004年12月号以降の特集企画

( 3  ) 作品作風、広告企画、シリース頁等の報告

第 5 回格造分科会

8 月6 日 (金) 18:  00- 20 :  00 

出席者肥嶋幹事ほか 4名

議 事 ( 1 )  i構造の頁j の企函

( 2 )  10月号「巨大地震にそなえて j 特集経過報告

第 5 団施工材料分科会

8 月26日 (木) 17: 00- 18: 30 

出席者吉田幹事ほか 4 名

議 事 2005年 2 月号特集テーマ「健やかJ

第 5 団法令分科会

8 月4 日 (水) 14: 00- 15: 30 

出席者山口幹事ほか 3 名

議 事「法令コーナーJ の企画と来年の法令特集

第 5 回作品作風小委員会

8 月26日 (木) 19:  00- 20 :  30 

出席者赤木委員ほか 3 名

議 事 ( 1 ) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

( 2 )  i  gal l eryJ 掲載報告・予定

第 5 回広告企画小委員会

8 月5 日 (木) 17: 00- 18:  00 

出席者 設楽・渡i豊正副委員長ほか 2名

議 事 ( 1 ) 2004年 9 月号以降の特集・特集関連広告

( 2  ) 広告企画 (表紙広告その他)

( 3  ) 収支状況報告

広告企画小委員会打合せ会

8 月23日 ( 月) 17: 00- 19: 30 

出席者渡遺副委員長ほか 2名

議 事 「新製品レヴューJ の企画

第 3 回計画分科会一計画系ー

8 月19日 (木) 18:  30- 20 :  30 

出席者紅谷幹事ほか 3 名

議 事 1 月号「震災から 10年J 特集の企画

出版委員会

第17回建築教育小委員会日廊下)

8 月27日 (金) 18:  00- 19 :  00 

出席者谷川主査ほか 2名

殺 事 「建築を学ぶー建築設計教育のあすーj の出版

企函と今後の作業予定

入 会 者(敬称略)

[ 個人会員〕

1  r  近代建築を学ぶ会

「近代建築を学ぷ会 (仮称) J 打合せ会

紅 谷 昇 平 尾 添 信 行 亀 位 尚

( U  F  J 総合研究所) (アサカワリフ方 ム) (亀位進算段計事務所)

日 下 仁 志

( 目下埠接股計事務所)

平成16年 8 月

編集委員会

第 5 回編集委員会

8 月27日 (金) 18 ・00- 20: 00 

出席者松隈委員ほか 5 名 於安井建築設計事務所

議 事 「近代建築を学ぶ会 (仮称) J の企画について

( 個人会員〕

高 橋 和 也

(大阪市設所)

入 会 者(敬称略)

安 田 辰 夫 粟 津 賢 二

(大林組) (岡山リハビリ畿器販売)

撞築と社会 ・2∞4.10 33 
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自己圧着フレース工法

ープレストレスの解放によって P C a ブレースを既存骨組に

圧着し、あと施工アンカーが不必要な耐震補強工法一

特 徴

① 低層・中規模の建物の耐震補強に非常に適し、従来工法に比べ

約 1 0 ，.._， 3 0 %のコストダウンができます。

② あと施工アンカーが不必要なため、口ーコスト・短工期で施工

でき、工事中の振動・騒音が少ない、居ながらできる耐震補強

工法です。

③ 新築建物においてもプレキャスト工法の耐震要素として竣工後

のブレース位置の変更に対応できる等、将来対応に対して汎用

性の高い工法です。

(株) 竹中工務庖

ナガイ設計事務所

(株) ダイワ

(株) 浅沼組

(株) 大林組

(株) 奥村組 清水建設 (株)

(株) 銭高組

大成建設 (株)

(株) フジタ

前田建設工業 (株)

松村組 (株)

三井住友建設 (株)

自己圧着ブレース研究会事務局 iI:Ei!l 郊|



特集・巨大地震にそなえて 協賛

皆様のご支援のおかげをもちまして創業27周年

数百に及ぶ特許技術から生まれた免震対応型エキスパンション ・ジョイン ト

『ビ，') 11テツクシリーズ」

免震建築物 (公共施設、病院、集合住宅、著名大型物件) に多数ご採用戴いております

免震構造対応

可動性と安全性を高める

「中心維持装置」等の特殊

装置を装備。免震の動き

に柔軟に追従し、免震の

「安心」を守り ます。

施工実績多数

:t 1400ミリ可動の施工実績

有。万全の品揃えで、中間

層免震のE Vシャフ ト周り

等にも設置可。あらゆる現

場にお応えできます。

在来、免震桃逃 ( 中間層免震 ・レトロフ ィッ ト) /タ同幹部のジョイン トは是非、弊社までお問い合せ下 さい

EXP '  J の設計 ・製造 ・施工 ・保守点検までの総合的なサービスがご提供できます

株式会社パラキャップ社

〒104-0031 東京都中央区京橋3-4-3パラキャ ップ東京ビル TEL.03-5202- 0202

UR L  www.palacap. co.jp  E メール info@ pal acap. co.jp  

建材で環境を考える。

建築用EXP. J . C

アーキパンション

免震シリーズ

A B C商会が取り組む環境問題。それは、寿命が長く、環境への

負荷を軽減する 建材を開発、製造すること 。また、改正建築基

準法に対応する J AS/ F会食会食取得の商品を取り揃え 、住環

境の保全に努めています。詳しくはホームページをご覧ください。

野田家商工株式会社

本 社 〒532- 0011 大阪市淀川区西中島4- 4- 25 平和ビル2F

TEL. 06- 6304- 2660 FAX. 06- 6304- 2639 

β ｂ ｾ 株式会社エービーシー商会
大阪営業所 〒540-0012 大阪市中央区谷町2-6- 4 谷町恒和ビル2F

TEL.06- 6944- 3425 FAX. 06- 6944- 3427 ｾ 凶 ・ｾ ｾ 回 ｨ

2004年10月日に移転しました. TEL.  FAXは変更ありませんa 震勢医方

ht t p: //www. abc. t . co. j p I議 1 凝 ;1
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園管理のレベルアップが

コストダウンの決め手.

企画・日本建築協会

本体価格 1  8 0 0 円+ 税

I  SBN4- 7615- 1161-3 

四六判/ 並製/ 1 9 2 ページ
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ARAKAWA Haru円。n

荒 川 治 徳 著
今

目次

1  建量生業と現場管理 管理体制

現場責任者とは 施工計画

建設業とは 品質

生 建

管理とは 原価

、ｾ
現場の評価 工程

' - 2 現場の発生から唆工まで
安全

、ｾ

き
ョH又J l6 

現場の発生と流れ 5 管理評価のポイント

」ー 原価とは 評価の留意点

に 残 業

3 建築施工のメカニズム
管理体制

6  

メカニズムのあらまし
施工計画

あ る の

与条件
品質

管理体制
原価

計画
工程

る 道

学芸出版社
施工

安全

施工記録
6 現場責任者ヘ

は

京都市下京区木津屋橋通

4 管理システム
7 若い人達ヘ

西 ;両 院 東 入 〒 600- 8216

• tel  075- 343- 0811 
作業所管理チェック表

巻末付録

fax 075- 343- 0810 
現場管理の実際 作業所管理チェック表

;才〉q町?2?

c乞ti OI'¥ 0 。
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必ずしも欠陥ではない! ?
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東
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夫

著
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元

清

水

建

設

)

{本書の内容}

第 1章 コンクリートはなぜひび割れるのか

第 2章 コンクリートの強度つてなんだろう

第 3章左官は職人の技術

第 4章建物を支える基礎と地盤

第 5章施工技術は意外にローテク

第 6章木の性質を知ろう

第 7章お互い信頼して家をつくるために

6学芸出版社 E22年 三区木津屋橋通西洞院東入

Tel  075-343-0811 http: / / www. gakugeトpub，j p/

Fax  075-343- 081 0  E-mai l  i nfo@gakugei -pub.j p 
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本 社 ・本 底 東京都港区浜松田T l - 25-7 電 話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加1);:;1- 58- 59 i出 初6(6302)  2270  

支 lli 北海道 Ｏ 東北 Ｏ ｾｴ 関東Ｏ械浜 Ｏ名古屋Ｏ 中国 Ｏ 九州ｼ

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・m ヲイヲレ徽武会社

本庭園大匝本社 〒550-0002 大阪市西区江戸雛 l丁目9骨25号 電話 (06)6441.8231

東 京 本 社 干102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号f c ! 話 (03)326ト8231

支 社 名古屋 ・橋間

宝 庫 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・繍浜 金 沢 ・京都 ・神 戸 天 理 ・岡山 ・

広 島 市 松 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函館 ・青 森 秋 田 ・盛岡 ・前橋 ・長 野 静 岡 豊 田 ・禅 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 旭 川 福 島 ・川 崎 松 江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 舛 宜 底 シ ン ガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北本井390番 地 電 話 (0492) 58・1511

空気調和設備 / X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 !  吉¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マ- - - y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 前 光

常 務 取 締 役 関 西 支 応 長 本 木 満

関 西 支 底 大阪市淀川区宮原34.30 ニッ七イ新大阪ピル電話 06 (6350)  8100 

本 社- * 京都千代目 l区有楽町 1 - 4 - 1 電 話 03 (3502)  6103 

支 庖 北海道・)j(北・I U'千葉・横浜・北陸・名古限 ・京都・神戸 ・四国・中国・九州

ｃｈｏｾ 。
人がいる多彩なフィ- / レドで、

新しし、限界に挑戦しています。

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 3 0 - 0 0 0 5 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 2- 4( 朝 日 ビル )

T E L  0 6( 6 3 8 5)  1  3 6 1  (代) F AX  0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

聖司 よりよき環境へ伎術で挑む一一一一

守 株 式 会 社 精 研

社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11 番16号( オートセンターピル1・2階)

干542- 0066 電 話 大阪 (06) 6 7 6 8 - 5  0  3  1代 表

メ ン テ ナ ン ス 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東 京 支 社 東京都文京区小石111 I 丁目12番14号( 日本生命小石川ビル 7階)

干 112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

常務取締役支 社 長 高 橋 幸 久

大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 4 丁 目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備，冷暖房設備消火設備の設計. 施工

，持f 額面眠術主工豪雨大阪本庖

大 阪 本m 干531. 0071 大 阪 市 北 区 中 津 六 丁 目 8 帯4号

T E L  06. 6458お 28 (代 表)

本 社 干108. 0023 束 京 都 港区 芝 浦 三 丁目 6帯 18号

T E L  03. 3452.7441 (代)

支 l苫 札幌・w : 北・新潟東l拘束・横浜 ・名 古 屋 ・九州

o  K U J U  
. ベースタ' ) < イター

自 器rEf!fi!iliJ.容も妥三島む妥ヨ諒窃拶窃§

「大規模天井無足場工法j

内外築制作パネルシステム天井間仕切

閉会社 オクジュー

本 社

大阻市北区西支講5丁目3番7号 〒530.0047

TEL(06)6312.4131 FAX(06)6312.7998 

東京 J L州・検浜・南九州・名古屋 ・上海

青葉印刷株式会社

〒534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone. 06-6351- 5428 F凱 0 6・6351・5299

-印Ii!". ポスター‘ カタログパンフレット. ・踊年創単位史

短!l. 文字. 画像デタ処理

@; 九~
¥; /"' - ' 、- ' ' ¥7'

百匂 have hope  

. メディア. . ｓｐ プランニングコンヲルテインク Ｎｉｔｾ ノ Ｇｊｾ ーションＮ

ｷ･｢Ｚ 及ぴメディアコンテンツ企画 ｾｊ 作

• ，、株式会社NP Gー ポ レ ー シ ヨ ン

本 社 干5お∞43 大阪市北区天満 1. 9. 19

¥el:( 凶) 6351-7271( 代) f axω6)  6352-7479 

第二ピル〒530.∞43 大阪市北区天満 ト11 .8

¥el: (06) 6351-0128 ( 代) fax:  (白) 6351-020日

東京支社 〒105-(X刃4 東京都宿区新橋6. 17. 2

:  ¥el: (03) 3433-5211 ( 代) fax:( 閃) 5776-7733 

:  (旧社名ナニワ印刷、刷、 日本デ タ ネ y ト捌)
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デンカC S Aファミリー製品

-安二. I 0CSA ( 膨張 |同 和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・噴きニ. 10 '1.ヌヨニ.I (クラウト用無収縮材) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

・安二ＮＱ Ｐ 亨 Ｓ ー子・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ芸者一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安二. I n E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二. InI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土産 業 株 式

T E L 本社 ・京都 ・制野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

必色、

Z 玄

白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

A

令

官浦 産 業 株 式

T E L 大阪 ( 06 ) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 )

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T EL  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

建物を美しく保つにはそ

れ

な

り

の

コ

ツ

が

あ

る

ネ土

建物の汚れ

トラブル事例と解決策

A

Q

2

 

光 洋 物 産 株 式

T E L 大 阪 ( 06 ) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

「建物の汚れ」編集委員会・編著

〈建築技術選書 ・特装版〉

e  

.'  

ゆ

雨水

汚れ

1  SBN4- 7615-3086- 3 

B5判・二色刷・ 168頁

定 価 本 体3500円+ 税

企画・( 社) 日本建築協会

本省59頁より

6  

学芸出版社

汚れにくい設計、効果的なメンテナンスのために

トラブ) レにつながる要因を事例別に整理一一

ゼネコン技術者による再発防止策のノウハウを伝授する

京都市下京区

木津屋橋通

西:両院東 入

〒600- 8216

te  I  075- 343- 0811 

fax 075- 343- 0810 

38 



日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

1917年 3 月に創設された日本建築協

会( 当時 ・関商建築協会) は、すでに

11部川刀1捌に は大阪JJDll で住宅1専覧会や

建築講演会を開〈 一方、 当時は入手 し

にくかった建築の情報を図書の出版と

いう形て会員に提供していた。

*  

建築技術選書

回茶室の話

A 5 判・ 130頁ー 160頁 発 行:学芸出 版 社 本 体 価 格 ￥ 1，200- ￥1，400

岡田孝男

回マイコンによる構造設計のすすめ

(改訂版) 魚木晴夫

回すまいの語録

予定谷正洋

回構造計画とやさしい力学 l

須賀好富

回建具の知識と意匠

山片三郎

固 エレベータ・工ス力レー夕立体駐車場

木村利雄

四 書造計画とやさしい力学 2

須賀好富

回医院 ・診療所の計画と設計

池田有隣 ・船越腹自

回設計のコンピュータ一手法

飯塚英雄

回石垣と石積壁

窪田祐

固設備技術者のための建築再入門

光安義光

図鉄骨構造の話

金 多 潔 甲 津 功 夫 ・西沢英和

固建物と地震災害

竹内吉弘 ・島田耕一

固建築金物の知識

固住宅三備心得帳

立野 ｾ￟＠

平田純一

固住宅の工レクト口二クス

監 修 小 林 郁

国建築塗装の手引き

国建築式典の実際

児島修二

若林嘉; 章雄

国建築設計と高齢者 ・身障者

E吉田あこ

国日本壁

以後、創立周年記念事業と して、そ の

時代の動きをとらえて単行本を出版し

ている。

50周年、 60周年、 70周年、そして 80周

年に、図舎 の ｉ ｉ ｾ ｾｉ 版が企画され、現在も

継続 して発行 ・販売されている出版物

は以下のとおり 。

*  

購入希望者は、制日柏 鴎協会耳鳴局

(TEL06- 6946- 6981、F AX 0 6 -

6946- 6984) まで。

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

TQCから見た建設業

四六判 2 色廊IJり 発 行 学 芸 出 版 社 本体価格￥1，600- ￥2，500

荒木陸彦 石田満葡
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現場マンのアイデア発想

合 原 夫

建築基準法の実際

矢吹茂郎

ニュー組積建築のすすめ

福 島 孝 之 他

建築物の消防法を読みこなすコツ

高木任之

鉄筋工事 ・本音の現場学

荒川治徳

鉄骨工事の現場学

建築紛争の実際

岡本辰義

仕上工事監理のチェゥクポイント

日建設計監理業務研究会

ぜ口災への道

建設現場の安全管理活動 表 一 郎

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用浅野平八 ・東 敏l導

コンクリート工事のチェックポイント100

加賀秀治

インテリアコーデイネートの100ポイント

町田ひろ子監修/ 松本 茂・村元俊子著

新版建築基準法を読みこなすコツ

高木{ 壬之

木づくりの常識非常識

上 村 武

建題準服鰐鮫を読回目ツ 建築関連法規を読みこなすコツ

山田幸一 高木任之 高木任之

都市計画法読みこなすコツ

高木任之

回基礎と地盤の手ほどき 回身近な耐震設計法

中堀和英 前川陽一

回ショッピンク‘センターの計画 国住宅の照明

西脇顕正 監 修 大 島 憎

回住宅設計とインテリア 国建築を志す人びとへ

福岡喜久雄 日本建築協会出版委員会

固住宅の家具
特装本

光蔵俊夫 火災安全学入門 岡田光正

選ｾ Ｚ Ｎシリースは、在庫図舎を掲載

昭和生まれ 関西の建築家50 附 年

A  4  Ｇｦ ｾｊ＠ 企画 ・発行: 日本建築協会 本体価格1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念

講演' 記録集 話 の は な し 附 年

B 6 判 5 分 附 企画: EI本建築協会建築クラブ 1 セット10 ，000円 (i 向費税含む)

民 間 ( 旧四会) 連合協定

工事請負契約約款 A 4 判 の み 取 跡

工事請負契約書 ・仲裁合意書 ・契約書使用上の留意事項

l 部￥230 ( i 肖費税合) 送料実質

工業化住宅 ・考

これからのプレハブ住宅 松村秀一

日本建築協会創立70周年記念事業

選書特装版

構造コストと経済設計

B  5 '判l 発行: 学芸出版社 本f本価格￥2，800- ￥3，800

建築デザインのため江川書造計画

須賀好富 須賀好富

新・建築と設備の接点 場所打ち杭の設計と施工

宮 脇 毅 ・南 部 武 阪口 i里

建築設備の健康診断 建築と緑

入門 ・建築積算

牧 野 茂 瀧 光 夫

外壁構法チェックリスト

飯塚五郎蔵

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

( 建築篇) r建築漏水J 編集委員会

建築 ・都市 ・住宅 ・土本一情報アクセスブック

菊岡倶也

日本建築協会創立70周年記念出版

住窃丘代化への歩みと日本建劉溺会 1988年

A 4 判 企画 ・発行 : 日本建築協会 本体価格 1，500円

生島道春

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

〈設備篇> r設備漏水J 編集委員会

日水建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクールお窒作品集 1抑 年

A 4 判 企 画・発行 日 本 建 築 協 会 定 価2，000円

日本建築協会創立80周年記念出版

建築を志す人びとへ

A  5 'fiJ 日本主I ! 築協会 出版委員会編著 本体価格 1，800円
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「インターコート」は、

- 次代を見据えたユニバーサルデザイン

. 高次元のテストで実証された安全性

・あらゆる空間を演出できる対応性

・優れたコ 1- トパフォーマンス

を備えて，おAります。

- 病 院 /松原メイフラワー病院1期・2期 (兵庫県)、 野村病院 (富

山県)、 シーサイド病院 (福岡県)、 梶木病院 ( 岡山県)、 明石岡仁

病院エスポワーJ レ遥 (兵庫県)、 城北病院 (愛知県)、 伊勢慶友

病院 (三重県)、 馬原病院 (徳島県)

・老 人 施 役 / 姫路市新総合福祉センヲー (兵庫県)、 北海道副11

子府町役場総合福祉セン安一 (北海道)、 械陽市デイサービスセ

ン合一 (京都府)、 ケアハウス菖蒲苑 (香川県)、 生協デイサービス

セン空ー (福井県)、 野上町総合福祉セン空ー (和敏山県)、 特別

養護老人ホームしゃんぐりら (神奈川県j 、ピュア皆楽 (和歌山県)、

特別養護老人ホーム浮洲園 (岡山県)

・商 業 施 設 / 日本マクドナルド、阪急西宮ス) l ジアム、くら寿司

・公共施段/和敬山市庁舎、和歌山県日高町庁舎 (和歌山県)、

相生税務署 (兵庫県)、徳島市職業安定所 (徳島県)、 丸亀市職

業安定所 (香川県)、 東京都港区芝浦南支所 (東京都)、 筑紫南

会館 (福岡県)、 壬生町娘産施設 (栃木県)、 第2期三鷹産業プ

ラザ (東京都)、 お祭り会館 (j奇玉県)、 九合行政セン合一 (群馬県)、

津織業安定所 (三重県)、 浪速税務署 (大阪府)、 すばらしき仲間

たち ( 長野県)、 外務省研修所別館 (神奈川県)、 大阪税関 (大

阪府)、 松山地家裁字和島支部 (愛媛県)

・駅 舎 /阪神電鉄[ 今，章・西宮・香炉圃 ・岩屋・千舟駅 (兵庫県) ] 、

山陽電鉄[ 荒井・垂水 ・江井ケ島 ・西二見駅 (兵庫県) ] 、

阪急電鉄[ 梅図 ・中山駅]

・学 校 / 狛江市立中和泉小学校 ( 東京都)、 多摩市立東落合

小学校 (東京都)、 東大阪市立弥刀中学校 (大阪府)、 徳松中学

校 (埼玉県)

・ホテル/ 東京ヒルトンホテル新宿 (東京都)

. 日本道路公団/ 東名高速道路三方原P A休憩施設 (静岡県)

納 入 実 績

Tel :  03- 5251- 8975 

Tel :  06- 6448-8008 

干 105-0004 東 京 都 港 区 新 橋 3- 1- 10 石井ピル 8 F

〒550-0003 大阪市西区京町堀 1-1 5-8 NI CE京町堀ピル7F

東京本社

大阪支庖

開発・製造

株 式 会 社 昌 和 化 成


